
令和 4 年度

長久手市の教育

令 和 3 年度のまと め

令 和 4 年 度 の 計 画

長久手市教育委員会



は　 じ 　 め　 に

　 令和 4 年度「 長久手市の教育」 発刊にあたり 一言挨拶申し 上げます。

　 長久手市は、 名古屋市の東部に隣接し 、 良好な宅地開発に伴い人口が 6 万人を 超え、 特に、 市の南部と 北

西部の地域での人口増加が顕著になっ ています。 こ う し た状況への対応と し て、 学校施設の校舎増築や改修

を 着実に実施し ています。

　 平成 27 年度に教育大綱を 定め、「 人間力を 育み　 いつまでも 健やかで夢と 生き がいを 持ち　 成長でき る人

づく り ～自然共生・ 地球共存・ 多様性尊重～」 の理念に基づき 、 教育内容の充実を 図っ ています。

　 平成 30 年度には、 本市の特徴や課題を 踏まえ、 長久手市の皆様がいつまでも 学び成長する ために必要な

具体的な施策、 取組を 明確にし 、 教育大綱で掲げる理念の実現を 目指すべく 、 長久手市教育振興基本計画を

策定いたし まし た。

　 計画期間の 2028 年（ 令和 10 年） を 見据えて、 長久手市の教育の更なる発展を 目指し 、 本計画の実行に力

を 尽く し てまいり ます。

　 こ れから の長久手の教育に向けお力添えを いただく と と も に、 本誌を 御一読さ れ、 御意見を いただければ

幸いと 存じ ます。

　 　 令和 4 年 8 月

長久手市教育委員会 教育長　 大　 澤　 孝　 明　

域



目　 　 　 　 次

はじ めに

教育委員会

1　 令和 4 年度教育委員会事務局組織 ………………………………………………………………………… 1

2　 教育委員会の事務分掌 ……………………………………………………………………………………… 2

教育総務

学校教育

1 　 基本方針 ……………………………………………………………………………………………………… 4

2 　 具体的指針 …………………………………………………………………………………………………… 4

3 　 現職教育（ 令和 3 年度） …………………………………………………………………………………… 5

4 　 少人数学級（ 小 1 ～ 3、 中 1）（ 令和 3 年度） …………………………………………………………… 6

5 　 少人数指導・ ティ ームティ ーチン グ（ 令和 3 年度） …………………………………………………… 6

6 　 特別支援教育 ………………………………………………………………………………………………… 6

7 　 不登校対策 …………………………………………………………………………………………………… 8

8 　 A LT （ A ssistant Language T eacher） …………………………………………………………………… 8

9 　 情報教育 ……………………………………………………………………………………………………… 9

10　 就学援助 ……………………………………………………………………………………………………… 9

11　 児童生徒数・ 学級数・ 教職員数 ……………………………………………………………………………11

12　 学校保健 ………………………………………………………………………………………………………12

13　 学校安全 ………………………………………………………………………………………………………13

14　 令和 4 年度小中学校教育目標等 ……………………………………………………………………………14

給食センタ ー

学校給食

1 　 学校給食の基本方針 …………………………………………………………………………………………23

2 　 献立作成の重点目標 …………………………………………………………………………………………23

3 　 学校給食の目標 ………………………………………………………………………………………………23

4 　 給食費の内容（ 令和 3 年度） ………………………………………………………………………………23

5 　 栄養摂取状況（ 令和 3 年度） ………………………………………………………………………………24

6 　 給食実施内容（ 令和 3 年度） ………………………………………………………………………………25

7 　 令和 3 年度事業実績 …………………………………………………………………………………………26

保育園給食

1 　 保育園給食の目標 ……………………………………………………………………………………………28

2 　 献立作成の目標 ………………………………………………………………………………………………28

3 　 保育園栄養摂取状況（ 令和 3 年度） ………………………………………………………………………28

4 　 給食実施内容（ 令和 3 年度） ………………………………………………………………………………29

5 　 献立委員会 ……………………………………………………………………………………………………29

6 　 栄養士による給食訪問 ………………………………………………………………………………………29

7 　 アレ ルギー対応 ………………………………………………………………………………………………29

8 　 その他 …………………………………………………………………………………………………………29

年間給食実施回数（ 令和 3 年度） …………………………………………………………………………………30

中央図書館

令和 3 年度中央図書館事業のまと め

1 　 開館時間等について …………………………………………………………………………………………31

2 　 利用実績 ………………………………………………………………………………………………………31

3 　 資料構成（ 蔵書数） …………………………………………………………………………………………33

4 　 逐次刊行物（ 雑誌・ 新聞） …………………………………………………………………………………34

5 　 閲覧室内企画展示 ……………………………………………………………………………………………35

6 　 学校連携事業 …………………………………………………………………………………………………36



7 　 児童館連携事業 ………………………………………………………………………………………………37

8 　 放課後子ども 教室・ 児童ク ラ ブ連携事業 …………………………………………………………………38

9 　 ブッ ク スタ ート 事業 …………………………………………………………………………………………39

10　 館外返却ポスト 設置事業 ……………………………………………………………………………………39

11　 中央図書館運営協議会 ………………………………………………………………………………………40

12　 行　 事 …………………………………………………………………………………………………………40

13　 図書館見学 ……………………………………………………………………………………………………41

14　 職場体験・ 実習生受入れ ……………………………………………………………………………………42

15　 蔵書点検（ 特別整理期間） …………………………………………………………………………………42

16　 除籍本の配布 …………………………………………………………………………………………………42

17　 特別貸出 ………………………………………………………………………………………………………42

18　 めり ーら いん（ 図書館連携によ る健康支援事業） ………………………………………………………43

令和 3 年度教育委員会・ 関連各種委員会

委員会・ 協議会等

1 　 教育委員会 ……………………………………………………………………………………………………44

2 　 中央図書館運営協議会 ………………………………………………………………………………………44

3 　 長久手給食センタ ー運営委員会 ……………………………………………………………………………44

図書館年報（ 冊子） については、別でまと めており ます。 詳し く は担当課まで。

中央図書館　 電話　 63 ― 8006



教　 育　 委　 員　 会



― 1 ―

1 　 令和 4 年度教育委員会事務局組織

令和 4 年 4 月 1 日現在
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2 　 教育委員会の事務分掌

◆教育総務課

庶務教育係

⑴　 教育委員会に関するこ と 。

⑵　 教育委員会規則等の制定又は改廃に関するこ と 。

⑶　 教育委員会の告示及び公告に関するこ と 。

⑷　 教育委員会の公印の管守に関する こ と 。

⑸　 学校の設置、 変更又は廃止に関するこ と 。

⑹　 学校の教育課程その他教育計画に関するこ と 。

⑺　 教職員の身分に関するこ と 。

⑻　 教職員の研修に関するこ と 。

⑼　 生徒及び児童の就学並びに入学及び退学に関するこ と 。

⑽　 通学区域の設定又は変更に関する こ と 。

⑾　 生徒及び児童の学習指導、 生活指導及び進路指導に関するこ と 。

⑿　 教科書その他教材の取扱いに関するこ と 。

⒀　 学校体育に関するこ と 。

⒁　 学校保健に関するこ と 。

⒂　 学校医等に関するこ と 。

⒃　 愛日地方教育事務協議会に関する こ と 。

⒄　 教育支援委員会に関するこ と 。

⒅　 教育支援センタ ーに関するこ と 。

⒆　 その他学校教育全般に関するこ と 。

施設係

⑴　 学校施設及び財産の維持管理に関するこ と 。

⑵　 学校の施設の建設に関するこ と 。

⑶　 学校施設計画及び用地取得に関するこ と 。

⑷　 学校施設の調査に関するこ と 。

⑸　 学校の台帳整備に関するこ と 。

⑹　 学校備品の整備に関するこ と 。

指導室

⑴　 学校の組織編成、 教育課程、 学習指導、 生徒指導及び職業指導に関するこ と 。

⑵　 県費負担教職員の任免、 懲戒及びその他の進退の内申に関するこ と 。

⑶　 県費負担教職員の服務の監督及び勤務成績の評定に関するこ と 。

⑷　 学校教職員の研修に関するこ と 。

⑸　 教育職員の免許事務に関するこ と 。

⑹　 教育支援センタ ー事業に関するこ と 。

⑺　 その他学校教育全般の指導に関するこ と 。

◆給食センタ ー

⑴　 給食センタ ーの管理運営に関する こ と 。

⑵　 給食センタ ー運営委員会に関する こ と 。

⑶　 学校等給食に関するこ と 。
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◆中央図書館図書係

図書係

⑴　 図書館の維持管理に関するこ と 。

⑵　 図書に関するこ と 。

⑶　 中央図書館運営協議会に関する こ と 。

⑷　 子ども 読書活動推進計画に関する こ と 。

⑸　 視聴覚に関するこ と 。



教　 育　 総　 務
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学 校 教 育

1 　 基本方針

　 学校教育は、 児童生徒が生涯にわたり 、 人間と し ての成長と 発達を 続けていく 基盤と なる力を 養う と と

も に、 国家及び社会の有為な形成者と し ての資質の育成を 目指すも のである 。

　 各学校においては、 学校の教育目標を 踏まえ、 その具現化に努める教育活動を 展開する中で、 児童生徒

のすぐ れた個性を 伸ばし 、 知・ 徳・ 体の調和のと れた人間形成を 図ると と も に、 自然を 愛し 、 明るい未来

を 目指す心豊かな住みよいまちづく り を 願う 「 市民憲章」 に則り 、 人間と 自然と が共生する創造的で活力

に満ちた文化的なまちづく り に寄与する 市民と し ての態度を 育成するこ と が大切である。

　 こ のこ と を 踏まえ、 日々の教育実践において、「 豊かな人間性の育成」 と 「 確かな学力」「 健康・ 体力」

を 目指す教育の確立と 教育内容の充実を 図ると と も に、 豊かな心を 育み、 ふれあいのひろ がる創造のまち

づく り に尽く す市民を 育てる 地域に開かれた学校づく り と 保護者や地域から 信頼さ れる 教育活動を 推進

し 、 次代を 担う 児童生徒を 育成する。

2 　 具体的指針

⑴　 個性を 生かし 、 創造性の伸長を 図り 、 心豊かな生活を 築く 意欲と 態度の育成に努める。

⑵　 自己実現を 目指し 、 基礎的・ 基本的な知識・ 技能の確実な定着を 図り 、 個人に応じ た指導を するため

の少人数指導、 ティ ームティ ーチング、 少人数学級、 指導補助教員の配置等、 き め細かな指導体制・ 指

導方法の工夫改善

⑶　 生涯学習の基礎を 培う 観点から 、 心や体を 鍛え、 たく まし く 生き る力を 育成する指導と 評価の工夫に

努める。

⑷　 学習に対する意欲や興味・ 関心を 高め、 学ぶこ と の楽し さ や成就感を 味わわせ、 自ら 学び、 自ら 考え

る力を 育成するために、 アク ティ ブラ ーニングを 取り 入れた教育活動の展開に努める。

⑸　 善悪についての正し い判断力や望まし い社会性を 養う と と も に、 正義感や公正さ を 重んじ る心、 他人

を 思いやる心の育成に努める。

⑹　 特別支援教育の充実を 図り 、 社会的に自立する力の育成を 図る教育活動の充実に努める。

⑺　 国際理解教育・ 国際交流活動を 進める教育活動と し て、 A LT の派遣事業を 推進する。

⑻　 平和教育を 進める教育活動と し て小学生への戦争体験者の講話及び中学生の広島訪問を 通じ 平和につ

いて考え、「 非核平和都市」 と し て平和活動に尽力するよ う に努める。

⑼　 高度情報化社会に対応でき る資質や能力を 育成する情報教育の充実

⑽　 読書習慣を 育成する機会と し て、 児童生徒や教師の多様な情報収集に耐える学校図書館司書の活用に

努める。

⑾　 不登校児童生徒の自立を 支援する教育支援センタ ー「 N ―ハウスあい」 の指導体制の充実

⑿　 家庭・ 地域社会・ 学校が果たす役割を 考え、 相互の連携を 深めると と も に、 より 信頼さ れる開かれた

学校運営を 目指し 、 地域ぐ るみで指導の充実に努める。

⒀　 保護者・ 学校評議員と と も に、 教育活動に対する内外の学校評価による 自己点検を 行い、 家庭や地域

社会に対し てより 開かれた特色ある学校運営に努める。

⒁　 教職員が教育者と し ての使命を 自覚し 、 学校教育の目標と 学習指導要領の趣旨を 十分理解し て、 公教

育の推進者と し ての資質を 高める現職教育の充実に努める。

※適応指導教室「 N ―ハウスあい」 は、 令和 4 年 4 月 1 日に岩作城の内に移転し 、 教室支援セン タ ー「 N ―

ハウスあい」 に名称が変更し まし た。 本書では、 令和 3 年度までに関する 表記を 適応指導教室「 N ―ハ

ウスあい」、 令和４ 年度以降に関する表記を 教育支援セン タ ー「 N ―ハウスあい」 と し ています。
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3 　 現職教育（ 令和 3 年度）

　 教師が専門的な知識や技術を 習得し 、 子ども 達に情熱と 誠意を 持っ て接するこ と ができ 、 時代・ 社会が

求める教育活動を 実践するために、 各種の研修を 行い教職員の資質と 力量の向上を 図る。

⑴　 現職教育協議会委員会　 　 　 年 2 回〔 1 学期・ 3 学期〕

⑵　 少経験者授業研究会　 　 　 　 年 3 回

⑶　 生徒指導研修会　 　 　 　 　 　 新型コ ロナウイ ルス感染症のため中止

⑷　 全体研修会　 　 　 　 　 　 　 　 4 月実施

⑸　 幹部職員研修会　 　 　 　 　 　 8 月実施

⑹　 研究委嘱と 研究集録の発行

①　 研究集録の発行　 　 　 　 　

②　 個人研究費助成　 　 　 　 　 10,000 円

③　 グループ研究助成　 　 　 　 新型コ ロナウイ ルス感染症のためなし

④　 委嘱期間　 　 　 　 　 　 　 　 Ａ グループ　 　 令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ グループ　 　 令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日

⑤　 研究論文収録印刷製本

⑺　 各層研修会（ 8 部会）

①校長部会〔 年 14 回〕、②教頭部会〔 年 10 回〕、③主幹・ 教務主任部会〔 年 10 回〕、④校務主任部会〔 年 5 回〕、

⑤生徒指導部会〔 年 3 回〕、⑥養護教諭部会〔 年 9 回〕、⑦特別支援教育コ ーディ ネータ ー部会〔 年 3 回〕、

⑧外国語活動及び外国語科部会〔 年 3 回〕、 ⑨ GIGA スク ール検討部会〔 年 12 回〕、 ⑩ ICT 教育推進部

会〔 年 3 回〕、 ⑪学校事務職員部会〔 年 4 回〕、 ⑫特別支援教育部会〔 年 1 回〕

⑻　 副読本「 ながく て」 編集会、 音楽発表会部会、 小学校球技大会部会

⑼　 現職教育事業委託金（ 令和 3 年度）

（ 長小…長久手小学校、 西小…西小学校、 東小…東小学校、 北小…北小学校、 市小…市が洞小学校、

長中…長久手中学校、 南中…南中学校、 北中…北中学校） 以下同じ

項 目 予 算 額 備　 　 　 　 　 　 　 考

会議費 会議費 0

事務費 事務費 0

事業費

全体費 672,000 研究員委嘱費・ 印刷製本費・ 各研修会費等

長 小 140,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 35 人

西 小 120,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 30 人

東 小 104,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 26 人

北 小 192,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 48 人

南 小 148,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 37 人

市 小 200,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 50 人

長 中 116,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 29 人

南 中 196,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 49 人

北　 中 148,000 各研修会参加費・ 研究資料費等 4,000 × 37 人
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4 　 少人数学級（ 小 1 ～ 3、 中 1）（ 令和 3 年度）

　 新し い環境の中で、 集団社会を 構成し て生活する学級では、 学級担任が児童一人一人の個性を 十分に把

握し 、 個々の興味・ 関心と そのよさ や可能性を 引き 出す個に応じ たき め細かな学級経営・ 学習指導を 推進

し ていく こ と が大切である。

学校名 長　 小 西　 小 東　 小 北　 小 南　 小 市　 小 合　 計

学年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

児 童 数 97 81 105 85 85 86 111 96 101 176 175 196 104 113 116 140 173 151 713 723 755

40人学級 3 3 3 3 3 3 4 3 3 6 5 6 3 4 4 4 5 5 23 23 24

35人学級 3 3 3 3 3 3 4 3 3 6 5 6 3 4 4 4 5 5 23 23 24

学校名 長　 中 南　 中 北　 中 合　 計

生 徒 数 149 294 246 689

40人学級 4 8 7 19

35人学級 5 9 8 22

5 　 少人数指導・ ティ ームティ ーチング（ 令和 3 年度）

　 児童生徒の特性を 十分把握し 、 基礎・ 基本の確実な定着を 図ると と も に、 個々の考えを 大切にし て、 一

人一人の理解の状況や習熟の程度に応じ たき め細かな指導を 行う 。

学校名 長小 西小 東小 北小 南小 市小 長中 南中 北中

1 年 保・ 外 数 外・ 総

2 年 保・ 外 外 総

3 年 算 算 外 外 数・ 外・ 総

4 年 算 算 算 算 算

5 年 算 算 算 算 算

6 年 算 算 算 算

6 　 特別支援教育

⑴　 教育支援委員会

　 市内に在住する児童生徒で、 心身に障がいを 持ち、 教育上特別な支援を 必要と する者の学びの場の決

定及びその教育的措置について指導助言を する 。

（ 令和 3 年度教育支援委員）

役職等 校長 特別支援学校 医師 教頭
各校教育
支援委員

教育総務課
指導室長

子ども 未来課
保育係長

子ども 未来課
指導保育士

園長
健康推進課

保健師

人数 1 2 2 1 9 1 1 1 6 1
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⑵　 特別支援学級

　 市内 9 小中学校全校に特別支援学級が設置さ れている。

①　 知的障害学級

　 知的発達に遅れがある児童生徒に、 心身の諸機能の調和的発達、 基本的生活習慣の確立、 日常生活

に必要な基礎的な知識、 技能及び態度の習得、 集団生活への参加と 社会生活の理解等を 目標と し て指

導・ 支援を する。

②　 自閉症・ 情緒障害学級

　 社会的適応が困難な児童生徒に、 人と の関わり 合いを 円滑にし 、 生活する力の育成を 目標と し て指

導・ 支援を する。

③　 肢体不自由学級

　 肢体不自由のある児童生徒に、 個人差を 考慮し ながら 、 個別指導を し たり 、 教材、 教具を 工夫し た

り し ながら 指導を 、 可能な限り 自ら の力で生活を 送るこ と ができ る力の育成を 目標と し て指導・ 支援

を する。

④　 病弱・ 身体虚弱学級

　 病弱または身体虚弱のための特別な配慮や支援が必要な児童生徒に、 各教科の指導だけでなく 、 学

習上または生活上の困難を 主体的な改善・ 克服するこ と を 目標と し て指導・ 支援を する。

⑤　 令和 3 年度特別支援学級設置状況と 在籍人数（ 令和 3 年 5 月 1 日）

（ 小学校）

学校名 種　 別 学級数 児童数

長 小

知的 1 3

自・ 情緒 2 9

肢体 1 2

病弱（ 院内学校含む） 2 2

西 小
知的 1 2

自・ 情緒 2 11

東 小
知的 1 3

自・ 情緒 1 4

北 小

知的 1 6

自・ 情緒 1 11

肢体 1 2

南 小
知的 1 2

自・ 情緒 2 10

市 小

知的 1 5

自・ 情緒 1 5

肢体 1 1

病弱 1 1

計

知的 6 21

自・ 情緒 9 50

肢体 3 5

病弱（ 院内学級含む） 3 3

（ 中学校）

学校名 種　 別 学級数 生徒数

長 中
知的 1 2

自・ 情緒 1 4

南 中
知的 1 2

自・ 情緒 1 6

北　 中
知的 1 4

自・ 情緒 1 3

計
知的 3 8

自・ 情緒 3 13
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⑥　 特別支援教育奨励費

　 特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者等の経済的負担を 軽減し 、 特別支援学級教育普及奨励を

図るこ と を 目的と し て、 保護者の負担能力の程度に応じ て教育費等を 補助する。

（ 補助額） 保護者の負担能力に応じ て、 要保護・ 準要保護 2 分の 1 の額

年　 度 児童生徒数 支給額

令和 3 年度 40 人 1,540,491 円

⑶　 院内学級（ 平成 16 年度開設）

　 闘病生活が長期にわたり 、 通常の学校生活ができ ない病弱の児童に対応するため、 愛知医科大学病院

の中に院内学級を 開設し て授業等の教育活動を 行う 。

設置校 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 小学校計

長小 1 1

（ 令和 3 年 5 月 1 日現在、 単位： 人）

7 　 不登校対策

　 不登校の児童生徒に対応する ため、 心の居場所と し て適応指導教室「 N ―ハウスあい」 を 開設し 、 通級

する児童生徒が集団生活を 送る中で、 人間関係づく り の場と すると と も に、 学校・ 家庭・ 専門機関等と 連

携を 密にし た自立支援の場と し た教育活動を 推進する。

　 また、 各学校から 選出さ れた委員と 「 N ―ハウスあい」 の指導者で委員会を 組織し 、 連絡調整・ 対応策

の検討、 教育相談事業等の推進を 図る。

（ 令和 3 年度通級児童生徒）

小学校 中学校

学 年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 1 年 2 年 3 年 計

人 数 2 0 3 8 3 1 17 5 4 3 12

8 　 ALT（ Assistant Language Teacher）

　 英語教育に外国人の生の発音による英会話等を 取り 入れ、 児童生徒が楽し みながら 英語力を 高め、 外国

の文化を 理解する ための教育活動と し て、 A LT 講師を 中学校に配置する（ 平成 24 年度から 直接雇用）。

担　 当　 校 人数

長中・ 適応指導教室 1 人

南中 1 人

北中 1 人



― 9 ―

9 　 情報教育

　 多様な子供たちを 誰一人取り 残すこ と なく 、 公正に個別最適化さ れ、 資質の能力が一層確実に育成でき

る 教育 ICT 環境を 整備する。

10　 就学援助

　 学校教育法第 19 条の規定に基づき 経済的な理由によ っ て、 就学困難な児童又は生徒の保護者に対し 、

必要な援助を 与えるこ と により 、 義務教育の円滑な実施に資する。

（ 援助対象者）

　 長久手市に住所を 有し 、 長久手市立の小学校又は中学校に在学する児童または生徒の保護者若し く は就

学予定者の保護者で、 次のいずれかに該当する者から 長久手市教育委員会が認定し た者

⑴　 生活保護法第 6 条第 2 項の規定によ る要保護者

⑵　 要保護者に準ずる程度に困窮し ていると 教育委員会が認めた者（ 準要保護者）

○　 補助対象費目

◎　 要保護児童生徒

　 ・ 修学旅行費

◎　 準要保護児童生徒

・ 学用品費等・ 校外活動費（ 宿泊を 伴わない）・ 修学旅行費・ 新入学用品費・ 学校給食費・ 校外活動費（ 宿

泊を 伴う ）・ 生徒会費・ PT A 会費・ 学校給食費・ 通学用品費（ 新 1 年生で新入学用品費を 受けて

いる者は除く ）・ 卒業アルバム代等

⑶　 令和 3 年度の年間援助費

（ 小学校）

補助対象費目 金　 　 額（ 円）

学用品費・ 通学用品費・ 校外活動費 11,630 円・ 2,270 円・ 1,600 円（ 上限）

校 外 活 動 費〔 宿 泊 を 伴 う も の 〕 実費

新 入 学 児 童 学 用 品 費 51,060 円

修 学 旅 行 費 実費

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 実費

卒 業 ア ル バ ム 代 等 実費

給 食 費 実費

（ 中学校）

補助対象費目 金　 　 額（ 円）

学用品費・ 通学用品費・ 校外活動費 22,730 円・ 2,270 円・ 2,310 円（ 上限）

校 外 活 動 費〔 宿 泊 を 伴 う も の 〕 実費

新 入 学 児 童 学 用 品 費 60,000 円

修 学 旅 行 費 実費

生 徒 会 費 実費

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 実費

卒 業 ア ル バ ム 代 等 実費

給 食 費 実費
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⑷　 令和 3 年度要保護及び準要保護児童生徒援助費補助金

（ 学用品費等）

区　 　 　 分
児童生徒数（ 人） 　 　 　 支　 給　 額 （ 円）

小 中 小 中 計

学
用
品
費
等

学 用 品 費
通 学 用 品 費
校 外 活 動 費

（ 宿泊を伴わないも の）

第 1 学 年 34 49 419,684 1,052,411 1,472,095

その他の学年 217 91 2,771,354 2,135,596 4,906,950

計 251 140 3,191,038 3,188,007 6,379,045

校外活動費（ 宿泊を 伴う も の） 35 35 389,811 1,104,723 1,494,534

新 入 学 児 童 生 徒 学 用 品 費 等 10 14 510,600 1,440,000 1,950,600

新入学児童生徒学用品費等（ 入学前支給） 21 24 1,072,260 1,440,000 2,512,260

修 学 旅 行 費 （ 実 費 ） 45 39 1,162,617 1,954,136 3,116,753

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 （ 実 費 ） 233 134 452,075 275,200 727,275

生 徒 会 費 （ 実 費 ） 134 95,200 95,200

卒 業 ア ル バ ム 代 等（ 実 費 ） 47 30 422,030 411,980 834,010

合計 17,109,677

（ 学校給食費）

校種
在学児童生徒数

（ 令和3年5月1日現在）（ 人）
児　 童

生徒数（ 人）
給　 食

延回数（ 回）
所要総額
（ 円）

補助額
（ 円）

小学校
（ 実費）

4,564 247 40,928 9,004,160 9,004,160

中学校
（ 実費）

1,864 135 20,696 5,380,960 5,380,960

合計 6,428 382 61,624 14,385,120 14,385,120

（ 年間就学援助費）

年　 度 児童生徒数 支給額

令和 3 年度 388 人 31,494,797 円
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⑸　 長久手市特別支援学校就学奨励金

（ 目　 的）

　 県内の特別支援学校に就学する児童生徒の保護者に対し 、 奨励金を 支給するこ と により 、 当該児童

生徒の就学の適正化及び保護者の経済的負担の軽減を 図る。

（ 支給の条件）

　 本市に住所を 有し 、 県内の特別支援学校の小学部・ 中学部に在籍し ている児童生徒を 対象と し 、 そ

の保護者に対し て支給する。

（ 奨励金の額月額 5,000 円）

校　 　 種
児童数（ 人）
（ 小学部）

生徒数（ 人）
（ 中学部）

生徒数（ 人）
（ 高等部）

奨励金合計額
（ 円）

聾 学 校 0

盲 学 校  0

特別支援学校小学部 15 835,000

〃 中 学 部 10 560,000

〃 高 等 部 12 720,000

合　 　 計 15 10 12 2,115,000

※高等部については市長部局である福祉部福祉課において支給。

11　 児童生徒数・ 学級数・ 教職員数

（ 小学校） 令和 3 年 5 月 1 日現在

学校名 児童数

学　 級　 数 教　 員　 数

事務職員
用務員

（ 　 ）会計年度
任用職員

通常 特別支援 計 本務 非常勤
市費

（ 非常勤）う ち常勤講師

長 小 603 18 6 24 34 0 6 7 2 （ 2）

西 小 525 18 3 21 28 2 2 7 2 （ 2）

東 小 501 15 2 17 25 1 2 6 1 （ 2）

北 小 1,110 32 4 36 46 1 8 9 3 1

南 小 711 21 3 24 34 0 6 9 1 （ 2）

市 小 1,114 31 4 35 54 1 7 9 3 （ 2）

計 4,564 135 22 157 221 5 31 47 12 1（ 10）

（ 中学校） 令和 3 年 5 月 1 日現在

学校名 児童数

学　 級　 数 教　 員　 数

事務職員
用務員

（ 　 ）会計年度
任用職員

通常 特別支援 計 本務 非常勤
市費

（ 非常勤）う ち常勤講師

長 中 441 13 2 15 27 0 5 7 1 （ 2）

南 中 818 23 2 25 47 3 6 9 2 （ 2）

北 中 605 17 2 19 39 0 1 6 1 （ 2）

計 1,864 53 6 59 113 3 12 22 4 （ 6）



― 12 ―

12　 学校保健

◇発育状況 （ 令和 3 年度）

項目

学年

身長（ cm） 体重（ kg）

男　 子 女　 子 男　 子 女　 子

小 1 116.8 115.6 21.3 20.8

小 2 122.5 121.4 24.0 23.1

小 3 128.4 127.0 26.9 26.0

小 4 133.0 133.2 29.9 29.0

小 5 138.9 140.4 33.5 33.8

小 6 145.0 146.9 38.5 38.5

中 1 153.1 151.9 43.2 42.5

中 2 159.9 155.7 48.7 47.1

中 3 166.3 157.2 54.4 48.3

※ 県、 国の平均は例年「 文部科学省学校保健統計調査（ 前年度 6 月 30 日までの調査結果）」 を 引用し て

いるが、 新型コ ロナウイ ルス感染症の影響に伴う 対応のため調査期間が例年より 長く 、 比較対象と す

るには差異が大き いため記載し ていない。

◇出席停止状況

（ 理由別・ 学年別人数）（ 人） （ 令和 2 年度）

区　 　 分
小　 　 学　 　 校 中　 学　 校

合計
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 1 年 2 年 3 年 計

溶 連 菌 感 染 症 12 11 6 11 3 1 44 1 0 0 1 45

水 痘 3 8 3 4 3 2 23 0 0 0 0 23

流 行 性 耳 下 腺 炎 2 2 3 1 0 1 9 0 0 0 0 9

帯 状 疱 疹 0 2 2 1 0 1 6 0 0 0 0 6

感 染 性 胃 腸 炎 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2 4 5

マイ コ プラ ズマ感染症 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 2 3

アデノ ウイ ルス感染症 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

台風 10 号対応のため 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

新型コ ロナウイ ルス感染症予防 419 421 403 470 436 415 2,564 274 414 355 1,043 3,607
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13　 学校安全

独立行政法人日本スポーツ振興センタ ー

　 独立行政法人日本スポーツ振興センタ ー災害共済は、 学校安全に関する普及・ 充実を 図ると と も に、 学

校管理下における児童生徒の負傷疾病又は死亡に対し て必要な給付を 行い、 学校教育の円滑な実施に寄与

するも のである。

　 さ ら に、本市では日本スポーツ振興センタ ー災害共済の範囲で給付対応でき ない場合の救済措置と し て、

保険に加入すると と も に掛け金についても 市費で負担し ている。

◇学校管理下における災害発生 （ 令和 2 年度）

項目

校名

加入者数
（ 人）

被災件数
（ 件）

被災率
（ ％）

発　 生　 傷　 病　 別　 内　 訳　（ 件）

挫傷・ 打撲 骨　 折 捻　 挫 挫　 創 切　 創 その他

長 小 603 18 2.9 5 4 3 2 0 4

西 小 525 21 4.0 6 3 4 1 0 7

東 小 501 14 3.1 2 8 2 1 0 3

北 小 1,110 25 2.4 5 4 6 0 0 10

南 小 711 27 3.9 7 11 3 4 0 6

市 小 114 44 3.8 8 12 7 4 0 17

計 4,564 149 3.3 33 42 25 12 0 47

長 中 441 37 9.2 9 10 10 4 3 1

南 中 818 44 5.7 9 15 12 1 0 13

北 中 605 28 4.6 3 13 3 0 0 9

計 1,864 109 6.2 21 38 25 5 3 23

合 計 6,428 258 2.1 54 80 50 17 3 70

※　 その他には、骨端線離開、骨端線損傷、脊椎椎間関節損傷、T FCC 損傷、筋断裂、半月板損傷の疑い、

肉離れ、靭帯損傷、単純性股関節炎、外傷性刺青、脳出血の疑い、耳の裂傷、深部静脈血栓症の疑い、熱傷、

異物、 アナフ ィ ラ キシー、 アシド ーシスの疑い、 熱中症などがある。

◇場合別発生件数

（ 小学校） （ 令和 2 年度）

場合別区分 各教科道徳 特別活動 課外指導 休憩時間 通　 学

割合（ ％） 30.9 16.1 9.4 35.6 8.1

（ 中学校） （ 令和 2 年度）

場合別区分 各教科道徳 特別活動 課外指導 休憩時間 通　 学

割合（ ％） 51.4 5.5 38.5 4.6 2.8

◇場所別発生件数

（ 小学校） （ 令和 2 年度）

場所別 教　 室 体育館 廊下階段 運動場 遊戯施設 通学路 その他

割合（ ％） 18.8 20.8 12.8 32.9 3.4 7.4 4.0

（ 中学校） （ 令和 2 年度）

場所別 教　 室 体育館 廊下階段 運動場 遊戯施設 通学路 その他

割合（ ％） 7.3 46.8 1.8 40.4 0.9 2.8 0.0

※学校保健・ 学校安全についてのデータ は令和 3 年度版「 長久手の子」 より
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14　 令和 4 年度小中学校教育目標等

長久手小学校

⑴　 創立年月日　 　 　 明治 39 年 12 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1103　 　 長久手市岩作中縄手 40 番地 1

⑶　 校　 長　 名　 　 　 森田　 浩碁

⑷　 校　 　 　 訓　 　 　 明るく 　 強く 　 正し く

⑸　 教 育 目 標

　 　 夢と 希望を も ち　 進んで学び　 挑戦し 続ける　 長小の子

⑹　 育てたい子ども 像

　 ・ 自ら 考え、 判断し 、 行動する

　 ・ 自分の命は自分で守る

　 ・ 思いやり と 感謝の気持ちを も つ

⑺　 目指す学校像（ キーワード ）

　 ・ 笑顔、 あいさ つ、 元気

　 ・ 地域交流

　 ・ 安心・ 安全

⑻　 経営方針

　 ①　 子ども を 主体と し た教育活動を 実践する。

　 ②　 他者を 尊重し 、 豊かな心を 育てる。

　 ③　 心理的安全性を 保障し た学校づく り を 努める。

　 ④　 地域社会と の連携と 学びを 推進する。

　 ⑤　 教職員一人一人がプロフ ェ ッ ショ ナルと し ての誇り を も つ。

　 ⑥　 教職員の多忙化解消に努める。

⑼　 本年度の重点努力目標

　 ①　 あいさ つの励行

　 　 ア　 相手の目を 見て、 笑顔で、 気持ちのこ も っ たあいさ つを 心掛ける。

　 　 イ 　 教職員も 出退勤時のあいさ つなど、 子ども の模範と なるよう 努める。

　 ②　 子ども が学ぶ・ 子ども 同士が学び合う 授業

　 　 ア　 号令・ 指示のみの授業を し ない。

　 　 イ 　 子ども の「 わから ない」 を 引き 出す授業を 実践する 。

　 ③　 授業力の向上

　 　 ア　 学期に 1 回、 授業研究と 研究協議を 行う 。 　

　 　 イ 　 前後期、 年 2 回のオープン授業（ う ち 1 回は道徳） を 行う 。

　 ④　 開かれた学校

　 　 ア　 社会の常識は学校の常識と し て自ら の行動で示す。

　 　 　 　（ 傾聴姿勢、 保護者・ 来客対応、 コ ンプラ イ アンス）

　 　 イ 　 積極的に地域社会と の交流・ 連携を 図る。（ PT A ・ 地域学校協働本部）

　 ⑤　 業務の精選　

　 　 ア　 新たな業務へのチャ レ ンジと 、 同時に削除する業務を 精選する。

　 　 イ 　 時間は有限であるこ と を 念頭に業務の効率化に努める。

　 ⑥　 コ ロナ対応

　 　 ア　「 学びを 止めない」 を 根幹と し て、 臨機応変に対応する。

　 　 イ 　 感染拡大防止対策を と り ながら 、 教育活動を 推進する。
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西小学校

⑴　 創立年月日　 　 　 昭和 51 年 4 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1152　 　 長久手市打越 901 番地

⑶　 校　 長　 名　 　 　 鈴木　 秀代

⑷　 校　 　 　 訓　 　 　 つよく 　 正し く 　 なかよく

⑸　 教 育 目 標

　 　 校訓「 つよく 　 正し く 　 なかよく 」 の下、 心身と も に健やかで人間性豊かな児童を 育成する 。

⑹　 目指す児童像 ⑺　 目指す教師像

　 ア　 命を 大切にし 、 進んで、 心身を 鍛える子 　 ア　 受容と 共感の姿勢で子ども と 向き 合う 教師

　 イ 　 進んで考え・ 学ぶ子 　 イ 　 自己研鑽に努める教師　

　 ウ　 思いやり と 感謝する心を も つ子 　 ウ　 分かる授業を 実践する教師

　 エ　 進んで挨拶する 子 　 エ　 協働し 、 学校づく り に積極的に関わる教師

⑻　 経 営 方 針 　 子ども も 、 教師も 、 保護者も 、 生き 生き と 活動する「 活力ある学校」 を 目指す。

　 ア　 一人一人の子ども を 大切にする。

　 　 ア　 児童理解に努め、 一人一人のよさ を 認め、 心に寄り 添う 。

　 　 イ 　 教師の力と 家庭・ 地域・ 関係機関の力を 融合し 、 協働意識の下で指導にあたる。

　 イ 　「 チーム西小学校」 づく り を 推し 進める。

　 　 ア　 一人の知恵から 大勢の知恵、 一人の力から 大勢の力、 学校内外の組織力を 結集する。

　 　 イ  　 各種通信・ ホームページの充実を 図る など、「 開かれた学校」 づく り に努め、 家庭・ 地域

と の連携を 密にする。

　 　 ウ 　 PT A 活動の推進や「 西小学校区まち づく り 協議会」 の活動への積極参加を 通し て、 家庭

や地域と 連携・ 協働する。

　 ウ　 授業研究を 通し て、 より よい授業を 実践する。

　 　 ア　「 主体的・ 対話的で深い学び」 を 引き 出せるよう 、 授業改善に努める。

　 　 イ 　 授業を 積極的に見せ合い、 研究協議の充実を 図る。

　 エ　 健康・ 安全に留意する。

　 　 ア　 安全で、 安心でき る学校内外の環境整備に努める。

　 　 イ  　 家庭・ 地域・ 関係機関と の連携によ る「 命」 を 支え合う 活動の在り 方を 求め、 その実践

と 課題解決に努める。

⑼　 本年度の重点努力目標

　 ア　「 あいさ つ」 を し よう 。

　 　 ア　 明るく 元気に挨拶を し よう 。

　 　 イ 　「 あり がと う 」「 ごめんなさ い」 は、 思っ たら 声に出そう 。

　 　 ウ 　 生活のさ まざ まな場面において、 時や場面に応じ た適切な言葉を 考えて自分から 挨拶を

し よう 。

　 イ 　 友達と 仲よく し よう 。

　 　 ア　 相手のこ と を よく 考え、 思いやり の心を も と う 。

　 　 イ 　 集団や社会の決まり を 守り 、 認め合い助け合おう 。

ウ 　 自分の役割と 責任を 果たそう 。

　 ウ　「 命」 を 大切にし よう 。

　 　 ア　「 交通ルール」 を 守ろ う 。

　 　 イ 　 自分の命、 人の命、 全ての命を 大切にし よう 。

　 　 ウ　 身の危険を 察知し 、 自分の命は自分で守ろ う 。

　 エ　 多忙化解消に努めよう 。

　 　 ア　 行事や業務内容の見直し ・ 精選を 図ろ う 。

　 　 イ 　 家庭・ 地域等の教育力を 積極的に活用し よう 。

　 　 ウ　 報告・ 連絡・ 相談を 密に行い、 ワーク シェ アリ ングを 心がけよう 。
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東小学校

⑴　 創立年月日　 　 　 昭和 56 年 4 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1102　 　 長久手市前熊前山 174 番地

⑶　 校　 長　 名　 　 　 福岡　 　 和

⑷　 校　 　 　 訓　 　 　 つよい子・ つく る子・ やさ し い子

⑸　 教 育 目 標

　 校訓「 つよ い子・ つく る 子・ やさ し い子」 のも と 、「 知・ 徳・ 体」 の調和のと れた心豊かな児

童の育成を 図る。

　 校訓　 　 　 　 　 　 　 　 め　 ざ　 す　 児　 童　 像

つよい子…………命を 大切にし 、 体を 鍛え、 やり 抜く 児童　 　 　 　（ 体育）

つく る子…………意欲的に学び、 進んではたら く 児童　 　 　 　 　 　（ 知育）

やさ し い子………仲間と 協力し 、 自他への思いやり を も つ児童　 　（ 徳育）

⑹　 経 営 方 針

　 全職員の共通理解と 協力体制のも と 、 教育目標の具現化を 図る。

　 ア　「 通いたく なる学校、 通わせたく なる学校、 勤めたく なる学校」 の実現を 推進する。

　 イ 　 職員一人一人の個性と 能力を 生かし て、 児童の良さ を 伸ばす。

　 ウ　 地域と の連携を 通し て、 地域と の共存を 目指し た学校づく り を 推進する。

　 エ　 報告・ 連絡・ 相談・ 確認を 確実に行う 。

　 オ　 業務改善を 推進し 、 教職員がゆと り を も っ て教育活動に従事でき る環境づく り に努める。

⑺　 重点努力目標

ア　 児童の基本的な生活習慣の育成

ア　「 挨拶、 返事、 聞く 態度」 など、 人間関係づく り に必要な社会的スキルを 身に付けさ せる。

イ 　 自分の良さ 、 他者の良さ を 認め、 共に生き る力を 身に付けさ せる。

ウ　 登下校における交通安全やマナー等の指導を 通し て、 命を 大切にする意識の高揚を 図る 。

イ 　 児童の学習意欲の向上と 学習習慣の育成

ア　 教室環境を 整え、 学習規律の定着を 図る。

イ 　 児童が自分の考えに自信を も っ て活動すると と も に、 児童同士が学び合う 授業を つく る 。

ウ　 特別支援教育についての理解を 深める。

ウ　 児童が主体的に活動するための実践力の育成

ア　 ユネスコ スク ールと し て、 特別活動や異年齢交流活動、 福祉活動等への主体的な参加を

通し て、 感謝の気持ち や思いやり の心を 育成する。「 持続可能な開発目標（ SDGs）」 の理念

を 浸透さ せる。

イ 　 青少年赤十字加盟校と し て「 気づき 」「 考え」「 実行する 」「 振り 返る 」 と いう 過程を 、 学

校教育活動の中で経験さ せ、 主体的に学び続ける児童の育成に取り 組む。

エ　 児童理解と 心に迫る生徒指導の推進

ア　 生徒指導において早期発見・ 丁寧な初期対応・ 確実な見届けに努め、 心に迫る 指導を 進

める。

イ 　 児童にと っ て、 学校が自己存在感を 得ら れる「 居場所づく り 」 と なるよう に努める。

オ　 地域参画型の学校づく り

　 総合的な学習の時間、 ク ラ ブ 活動等において、 地域人材の積極的活用を 図り 、 教育効果を

高めると 共に、 伝統芸能の継承に貢献するこ と にも 重点を おく 。

カ 　 多忙化解消の推進

　 部活動の在り 方の見直し や、 会議、 行事等の精選を 図り 、 時間外勤務の在校時間の上限で

ある「 1 か月 45 時間、 1 年間 360 時間」 の遵守に努める。
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北小学校

⑴　 創立年月日　 　 　 昭和 59 年 4 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1182　 　 長久手市池田 77 番地

⑶　 校　 長　 名　 　 　 早川　 美幸

⑷　 校　 　 　 訓　 　 　 すこ やかに　 さ と く 　 ゆたかに

⑸　 教育目標

・「 すこ やかに」 …いのちを 大切にし 　 たく まし く 生き る子

　 　 自他の命を 大切にし 、 進んで心身を 鍛え、 たく まし く 生き る力を 育てる

・「 さ と く 」 …よく 考えて　 すすんで学びあう 子

　 　 自ら 考え、 他者と 協力し て課題を 解決でき る力を 育てる

・「 ゆたかに」 …よさ を みと めあい　 思いやり のある子

　 　 多様性を 認め合う 心、 思いやり と 感謝の心を 育てる

⑹　 経営方針

ア　 互いを 認めあえる「 あたたかな学校」 づく り

　 ア　 一人一人の児童の個性や思いを 大切にする学校や学級づく り を する。

　 イ 　 全ての人に対し て、 明るく 元気にあいさ つができ る学校づく り に取り 組む。

　 ウ　 自他の命を 大切にし 、 進んで心身を 鍛える活動を 推進する。

　 エ　 多様性を 認め合い、 お互いを 認めあえる教育活動を すすめる。

イ 　 児童の成長を 全教職員で支えていく 「 信頼さ れる学校」 づく り

　 ア　 校内現職教育を 充実さ せ、 全職員が協力し て授業力向上に努める。

　 イ 　 安心し て学習に専念でき る環境の維持、 充実に努める。

　 ウ　 一人一人の児童理解に努め、 よさ を 伸長さ せる指導に努める。

　 エ 　 特別な支援を 要する 児童への教育を 全校体制で推進し 、 個々の児童のニーズに合っ た支援

を 行う 。

　 オ　 教職員が心身と も に健康で、 職務に専念でき るよう 業務の改善に努める 。

ウ　 家庭や地域と と も に教育を すすめる「 開かれた学校」 づく り

　 ア 　 様々な人や社会、 環境と のふれあいを 通し て、 児童が地域の一員と し ての気持ち を 高めら

れる教育を すすめる。

　 イ 　 家庭や地域と の連携を 深め、 地域に貢献でき る学校づく り を 行う 。

　 ウ　 家庭や地域に積極的に情報発信を 行う 。

⑺　 本年度の重点努力目標

ア　 教育相談や学級アセスメ ン ト 調査などを 活用し 、 児童一人一人の居場所がある 学級づく り を

行う 。

イ 　 児童会を 中心に、 児童の手によるあいさ つ啓発活動を 充実さ せる。

ウ　 家庭と 連携し た健康づく り を すすめ、 感染症対策によ る 新し い生活スタ イ ルの自主的な実践

力や ICT 機器から 健康を 守る力を 高める指導を 行う 。

エ　 世界の人々や異文化にふれる 学習を 通し て多様性を 知り 、 SDGs の理念に基づく 国際的な課

題について考える授業を 行う 。

オ　 学習環境整備や物品の適切な管理を 行う 。

カ 　 ICT 機器の活用を すすめ、 日常的に学び合いながら 、 全職員が協働し て授業力向上に努める。

キ　 特別な支援を 要する 児童へは、 校内の支援体制の整備、 SC・ SSW ・ 外部機関と の連携、 家庭

と の密な連絡を 行いながら 、 個々の児童のニーズに合っ た支援を 行う 。

ク 　 常に業務の改善を 行い、 働き 方改革を 推進し 、 教職員が心身と も に健康でいき いき と 勤務で

き る環境を 整える。

ケ　 カ リ キュ ラ ムマネジメ ン ト に取り 組み、 地域人材の活用を 図り ながら 、 よ り 効果的な体験的

な活動が行えるよう 努める。

コ 　 ホームページやメ ール配信に加え、ラ イ ブ配信等 ICT 機器を 活用し た新たな情報発信を 行う 。
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南小学校

⑴　 創立年月日　 　 　 昭和 63 年 4 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1117　 　 長久手市喜婦嶽 702 番地

⑶　 校　 長　 名　 　 　 村上　 圭三

⑷　 校　 　 　 訓　 　 　 やさ し く 　 あかるく 　 かし こ く

⑸　 教 育 目 標　 　 　 優し く 、 元気で、 よく 学ぶ、 南っ 子の育成

⑹　 めざす学校像　 　 　 　 　 ・ 児童も 職員も やり がいを 感じ 、 笑顔輝く 学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 確かな学力、 健やかな心身を 養う 学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 安全・ 安心で、 信頼さ れる学校

⑺　 めざす児童像　 　 　 　 　 ・ 自他のよさ を 認め合い、 思いやり のある子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 心身と も にたく まし い、 元気な子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ よく 考えて、 表現し 、 意欲的に学ぶ子

⑻　 めざす教師像　 　 　 　 　 ・ 受容と 共感の姿勢で、 児童に向き 合う 教師

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 向上心を も ち、 指導力のある 教師

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 協働し 、 学校づく り に積極的に関わる教師

⑼　 経 営 方 針

　 全教職員の共通理解と 協働体制の下、児童、教職員と も に自分ら し く 生き 生き と チャ レ ンジし 、

力を 発揮し 、 思いを 実現するこ と ができ る学校を 目指す。

○ 　 児童理解に努め、 一人一人のよさ を 認め、 自他を 大切にする心豊かな児童の育成を 目指す。

○ 　 研修を 通し て教師の指導力向上を 図り 、 自ら 学ぶ楽し さ を 実感さ せる 授業を 展開し 、 確か

な学力の習得を 図る。

○ 　 安全、 安心に生活でき る 環境整備、 心身の健康づく り 、 各種マニュ アルの整備や訓練を 通

し て、 事故防止に努め、 安全に生活し よう と する児童の育成を 目指す。

○ 　 ICT 機器の導入を 促進し 、 その有効な活用方法を 研究・ 工夫し ながら 「 GIGA スク ール構想」

の実現を 目指す。

○　 全職員の学校運営への参画意識を 高め、 組織を 生かし た教育活動を 推進する。

⑽　 本年度の重点努力目標

ア　 確かな学力の習得

・ 　 分かる喜び・ 共に学ぶ楽し さ を 実感でき る 授業を 展開する。

・ 　 現職教育を 充実さ せ、 互いに学び合い、 指導力を 高める。

・ 　 専科による授業を 推進し 、 基礎学力の確実な定着を 図る。

イ 　 心豊かな児童の育成

・ 　 特別活動の充実を 図り 、 人と 関わり 、 互いのよさ を 認め合い自分ら し く 前向き に活動する

児童を 育てる。

・ 　 道徳の時間の充実を 図ると と も に、 教育活動全体を 通じ て、 挨拶、 返事、 適切な言葉遣い

ができ るよう にし 、 ルールやマナーを 導守する態度を 養う 。

・ 　 児童への共感的な理解を 深め、 居場所づく り 、 絆づく り に努める。

ウ　 学校安全の推進

・ 　 清掃や整理整頓が行き 届き 、 安全で安心し て学ぶ環境を 整える。

・ 　 各種マニュ アルの整備を 進め、 シミ ュ レ ーショ ン を 重ねるこ と で、 危機意識を 高め、 命を

大切にする態度や能力を 養う 。

エ　 特別支援教育の充実

・ 　 支援体制を 整え、 全職員が共通理解のも と 、 特別支援教育の充実に取り 組む。

オ　 教育活動の改善、 教育環境整備

・ 　 校務の効率化を 図り 、 教職員が協働し て、 心身のゆと り ある職務遂行に努める 。

・ 　 教師の ICT 活用能力を 高める研究や研修を 進め、ICT 機器を 活用し た授業実践を 推進する。
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市が洞小学校

⑴　 創立年月日　 　 　 平成 20 年 4 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1147　 長久手市市が洞一丁目 1203 番地

⑶　 校　 長　 名　 　 　 長江　 憲治

⑷　 校　 　 　 訓　 　 　「 明るく 　 強く 　 優し く 」

⑸　 教 育 目 標

　 　 校訓「 明るく 　 強く 　 優し く 」 の下、 知・ 徳・ 体の調和のと れた「 心豊かな児童」 を 育てる 。

⑹　 めざす学校像　 児童も 職員も 、 明るく 笑顔あふれる学校

⑺　 めざす児童の姿　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑻　 目指す教師像

　 ア　 すすんであいさ つのでき る児童　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア　 情熱と 使命感あふれる教師

　 イ 　 よく 学びよく 遊ぶ児童　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 わかる授業を 実践する教師

　 ウ　 感謝、 思いやり の気持ちを 言葉に表せる児童　 　 　 ウ　 子ども と ふれあう 教師

　 エ　 善悪の判断で行動でき る児童　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ　 学びあう 教師

⑼　 経 営 方 針

　 全職員の共通理解と 協力体制のも と 、「 明るく 笑顔あふれる学校」 づく り を めざす。

　 ア　 児童一人一人のよさ を 認め、 児童と のふれあいを 大切にする。

　 ア　 児童へのあいさ つや声かけを 率先し て行い、 全職員で全児童を 見守り 、 育てる。

　 イ 　 児童一人一人の「 よさ 」 を 見つけ、 心に寄り 添う 指導を 実践する。

　 イ 　 家庭・ 地域と の連携を 図り 、 その教育力を 活かし た学校づく り に努める。

　 ア 　 地域の方と の交流や「 自然と の共生」 を 通し て、 自然の大切さ や命の尊さ を 学び、 ふる

さ と を 愛する心を 育てる。

　 イ 　 家庭・ 地域と 連携を 図り 、 登下校などにおける児童の安全に努める。

　 ウ　 研修に努め、 力量の向上を 図る。

　 ア　「 主体的・ 対話的で深い学び」 を 目指し 、 授業改善に取り 組む。

　 イ  　 授業を 積極的に参観し 合い、 学び合う 授業づく り に取り 組む。

⑽　 本年度の重点努力目標

　 ア　 自主・ 自律を 大切にし 、 心豊かな児童の育成

ア　 あいさ つを はじ めと する心の交流

○ 　「 元気に登校！笑顔で下校！」 を 合い言葉に、 あいさ つのよさ を 実感さ せる。

○ 　 人を 思いやる心、 感動する心、 感謝の心を 大切にでき る児童を 育てる。

イ 　 主体的に行動し よう と する力の育成

○ 　 様々な体験活動を 通し て、 失敗を 恐れずチャ レ ン ジし よう と する心を 育む。

○ 　 自ら 学び、 深く 考え、 自分から 行動し よう と する 児童を 育てる。

ウ　 基本的生活習慣の定着

○ 　 当たり 前のこ と が当たり 前にでき る よ う にする。 感染症拡大予防の取組は、 状況に応

じ て継続する 。

○ 　 反復や繰り 返し を 継続し ながら 、 基本的生活習慣が定着するよう 根気強く 支援する。

　 イ 　 学校の教育力の向上

ア　 授業力向上と 現職教育の充実

○ 　 ICT 機器の活用を 継続し て進め、 全職員が協働し て授業力向上に努める。

○ 　 校内実技研修の充実を 図り 、 授業を 参観し 合い、 授業力向上に努める。

イ 　 安心・ 安全な学校づく り

○ 　 児童にと っ て安心でき る「 居場所づく り 」 に努める。

○ 　 防災・ 交通安全・ 環境問題への危機意識を 高め、 家庭・ 地域と 連携・ 協働する。

ウ　 多忙化解消に向けての業務改善

○ 　 児童と 向き 合う 時間の確保に努め、 教育活動の効率化を 図る。

○ 　 月 2 回の定時退校日の設定や在校時間管理により 、 職員の意識改革を より 一層進める 。
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長久手中学校

⑴　 創立年月日　 　 　 昭和 22 年 4 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1103　 　 長久手市岩作平子 38 番地

⑶　 校　 長　 名　 　 　 名倉　 　 健

⑷　 教 育 目 標 　

　 　 校訓「 質実剛健」 を 基盤と し て、 知・ 徳・ 体の調和のと れた人間性豊かな生徒の育成を 目指す。

探究……自ら 学び、 課題を 深く 追究する生徒

創造……豊かな発想を し 、 創意工夫する生徒

友愛……寛容の心を も ち、 人を 愛せる生徒

奉仕……人に尽く すこ と で喜びを 実感する生徒

健康……命を 尊び、 心身共にたく まし く 生き る生徒

錬磨……心と 体を 磨き 、 善行を 実践する生徒

質実剛健（ 校訓）

知

徳

体

⑸　 経 営 方 針　 教職員自ら が常に資質向上を 図り 、 生徒が成長でき る 学校、 保護者・ 地域から

信頼さ れる学校を 目指す。

　 ア　 生徒が成長でき る学校

　 ア　 学ぶ喜びや楽し さ を 味わう こ と のでき る学校

　 イ 　 自分の居場所があり 、 友人と 楽し く 学校生活を 送る こ と のでき る学校

　 ウ　 自分の役割を 果たすこ と で、 成就感や存在感を 得る こ と のでき る学校

　 エ　 人を 思いやる 心を 身に付けるこ と のでき る学校

　 イ 　 保護者・ 地域から 信頼さ れる学校

　 ア　 落ち着いた学習環境のある学校

　 イ 　 学力向上と 共に、 個に応じ た適切な進路指導のでき る学校

　 ウ　 生徒・ 保護者・ 地域の声に耳を 傾ける学校

　 エ　 家庭・ 地域と 連携し 、 歴史と 伝統を 継承し ていく 学校

⑹　 本年度の重点努力目標

　 ア　「 知」 を 育む

　 ア 　 確かな学力を 身に付けさ せる ために、 自ら が努力と 工夫を 継続し 、 魅力ある 授業を 創造

する。

　 イ 　 各教科の本質的な楽し さ を 味わわせるこ と により 、 学ぶ喜びを 体感さ せる。

　 ウ　 基礎基本の定着を 図り 、 主体的・ 対話的で深い学びを 実現さ せる。

　 イ 　「 徳」 を 育む

　 ア　 心に迫る道徳教育、 特別活動を 創造する。

　 イ 　 より 良い学級、 学校づく り を 推進し 、 集団生活を 通し て確かな社会性を 育む。

　 ウ　 生徒が主体的に取り 組む場と 機会を 設け、 成就感を 味わわせる。

　 ウ　「 体」 を 育む

　 ア　 自己肯定感を 身に付けさ せ、 心と 身体のたく まし さ を 育む。

　 イ 　 日々の生活の中の『 凡事徹底』 を 通し て、 自己有用感と 思いやり の心を 育む。

　 ウ　 共感的理解に努め、 生徒のレ ジリ エンス（ 逆境力、 折れない心） を 育む。

　 エ　 教職員の多忙化解消に向けた取組

　  　 教職員がゆと り を も っ て働き 、 元気で活力ある 職場と なる よ う 、 お互いに支え合える 関係

を 構築する。
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南中学校
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北中学校

⑴　 創立年月日　 　 　 平成 25 年 4 月 1 日

⑵　 住　 　 　 所　 　 　 〒 480―1181　 　 長久手市東原 80 番地 1

⑶　 校　 長　 名　 　 　 岡山　 真崇

⑷　 校　 　 　 訓　 　 　 知勇を 磨き 、 実践躬行

⑸　 教 育 目 標　 　 　 校訓「 知勇を 磨き 、 実践躬行」 を 基盤と し て、 知・ 徳・ 体の調和がと れ、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 将来の地域社会や国際社会で貢献・ 活躍でき る人間を 育成する。

英知……優れた知恵で、 物事の理解が正し く 賢いこ と

明徳……自他の敬愛と 公共の精神を 尊び、 爽やかで心豊かなこ と

克己……強い精神と 健康な体を 養い、 困難に負けず粘り 強いこ と

「 知勇を 磨き 、 実践躬行」（ 校訓）

知

徳

体

⑹　 経 営 方 針

　 生徒の自己実現を 支える ため、 時に厳し く 、 それ以上に優し さ を も っ て指導に当たる こ と を

常と し 、 労を 惜し まず、 生徒に寄り 添う 。 こ の精神を 『 と も に苦労、 と も に感動』 と 表し 、 本

校教職員の行動姿勢と する 。 その中で、 教職員が心身と も に健康で、 職責に専念でき る よ う 業

務の改善に努める。

⑺　〈 めざす学校像〉

　 ア　 能力や創造性を 引き 出し 、 確かな学力と 判断力・ 実践力を 身につける学校　 　 　 …知

　 イ 　 思いやり の心を 養い、 自他を 敬愛し 、 心豊かで充実し た学校生活を 送る学校　 　 …徳

　 ウ　 ねばり 強く 、 き びき びと たく まし く 心身を 錬磨し 、 善いこ と を 実践する学校　 　 …体

　 エ　 教職員の使命と 責任を 自覚し 、 常に研修し 、 資質と 指導力の向上に努める学校　 　

　 オ　 家庭・ 地域と 連携し 、 礼儀正し く 健全な生徒を 育成する 学校

⑻　 本年度の重点努力目標

ア　 自ら よく 考え、 学び合う 楽し さ が実感でき る学習指導

・ 　 学ぶ喜びを 実感さ せるき め細やかな授業展開に努める 。

・ 　 ICT 機器を 活用し 、「 主体的・ 対話的で深い学び」 を 通し て思考力、 判断力、 表現力の育

成に努める。

・ 　 全ての生徒に学びを 保障し 、 学びを 止めない取組に努める。

イ 　 思いやり の心を 育て、 地域社会に貢献でき る人格形成の構築

・ 　 教育活動全体を 通し て、 人と し ての生き 方や地域社会と の関わり から 、 ど のよ う に地域

社会に貢献でき る かを 考え、 社会の一員と し ての自覚を 身につける。

ウ　 気持ちが通じ 合う 挨拶を 中心にし た望まし い人間関係の育成

・ 　 明るい笑い声を 絶やさ ず、 仲間の信頼を 大切にし た学校づく り に努める。

・ 　 校内だけでなく 地域でも 進んで挨拶を 交わし 、 地域から の信頼と 協調が得ら れる 学校づ

く り に努める。

エ　 心に寄り 添っ た生徒指導の推進

・ 　 生徒の生活環境や心情に寄り 添い、 厳し い中にも 優し さ と 温かさ のある 生徒指導に努め

る。

・ 　 一人一人のよさ を 認め、 自己存在感・ 自己肯定感を 高めら れる生徒指導に努める。

オ　 教職員の働き 方改革の推進

・ 　 ICT 機器を 活用し ながら 事務作業の効率化を 図り 、 新し い発想の下、 教育活動を 見直し 、

職務内容のスリ ム化を 図る。

・ 　 ワーク ラ イ フ バラ ン スを 意識し 、 教職員が元気で活力ある 職場と なる よ う 、 互いを 尊重

し 合える関係の構築に努める。



給　 食　 セ　 ン　 タ 　 －
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学校給食

1 　 学校給食の基本方針

　 学校と いう 集団生活の中で「 食」 に関するこ と を 、 会食と いう 食事形態を 通し て児童生徒に正し い食生

活の習慣を 身に付けさ せると と も に、 明るい社交性を 養う など好まし い人間関係を 育成し 、 心身の健全な

成長発達を 促す教育活動の一環と し て、 学校給食法に基づいて総合的に行う も のである。

1 　 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を 図るこ と 。

2 　 日常生活における 食事について正し い理解を 深め、 健全な食生活を 営むこ と ができ る 判断力を 培

い、 及び望まし い食習慣を 養う こ と 。

3 　 学校生活を 豊かにし 、 明る い社交性及び協同の精神を 養う こ と 。

4 　 食生活が自然の恩恵の上に成り 立つも のである こ と についての理解を 深め、 生命及び自然を 尊重

する精神並びに環境の保全に寄与する態度を 養う こ と 。

5 　 食生活が食にかかわる 人々の様々な活動に支えら れている こ と についての理解を 深め、 勤労を 重

んずる態度を 養う こ と 。

6 　 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を 深める こ と 。

7 　 食料の生産、 流通及び消費について、 正し い理解に導く こ と 。

　 本市の給食センタ ーでは、 食中毒対策などの衛生面を 最重点事項と し て掲げ、 児童生徒の成長期におい

て、 健全な食生活の習慣に関する理解を 深めるために、 栄養のバラ ンス、 調理方法、 食品の安全性等に十

分配慮すると と も に、 献立も 地元の野菜などの食材を 活用し ている。

2 　 献立作成の重点目標

⑴　 かみごたえのある食品を 使用し て「 かみまるく んの日」 を 設け、 かむこ と の大切さ を アピールする。

⑵　 旬の野菜や果物、 魚等を 献立に盛り 込み、 季節感を 味わえるよう にする 。

⑶　 でき るかぎり 手作り のも のを 献立に取り 入れる。（ カ レ ールーやだし 、 手作り 献立等）

3 　 学校給食の目標

⑴　 安心安全な給食の提供

⑵　 望まし い食習慣を 身に付ける

　 ア　 栄養のバラ ンス

　 イ 　 生活習慣病の予防

　 ウ　 食事マナーの習得

⑶　 明るい社交性と 好まし い人間関係づく り

　 ア　 心の交流の場

　 イ 　 和やかな雰囲気づく り

⑷　 家庭・ 地域と の連携

　 ア　 共通の課題・ 実態に応じ た啓発や連携

　 イ 　 保護者・ お年寄り と の交流給食・ 招待給食

⑸　 地産地消食材のいっ そう の推進

⑹　 アレ ルギー対応食の調理・ 配膳の安全確保

4 　 給食費の内容（ 令和 3 年度）

校　 種
給　 　 食　 　 費

米飯・ パン等 牛　 　 乳 おかず等
保護者負担分 市負担分

小学校 220.00 円 30.15 円 54.17 円 55.54 円 140.44 円

中学校 260.00 円 26.31 円 63.40 円 55.54 円 167.37 円

　 コ ロナ禍で休校になっ た際の給食費は徴収し ていない。
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5 　 栄養摂取状況（ 令和 3 年度）

　 学校給食では 1 日に必要な栄養量の約 1/3 程度を 摂取するよう にし ている 。

　 し かし 、家庭の食事で不足し がちなカ ルシウムについては 1 日の必要量の約 1/2 程度を 基準にし ている。

こ の基準量を も と に食品を 組み合わせて献立を 考えている。

（ 児童生徒 1 人 1 回当たり の学校給食摂取基準）

栄　 養　 素
栄　 　 　 　 養　 　 　 　 量

低　 学　 年 中　 学　 年 高　 学　 年 中　 学　 生

エネルギー ［ kcal］ 530 650 780 830

蛋白質 ［ g］ 学校給食によ る摂取エネルギー全体の 13％～ 20％

脂　 質 ［ ％］ 学校給食によ る摂取エネルギー全体の 20％～ 30％

食塩相当量 ［ g］ 1.5 未満 2 未満 2 未満 2.5 未満

カ ルシウム ［ mg］ 290 350 360 450

マグネシウム ［ mg］ 40 50 70 120

鉄 ［ mg］ 2 3 3.5 4.5

ビ タ ミ ン A  ［ μgRA E］ 160 200 240 300

ビ タ ミ ン B1 ［ mg］ 0.3 0.4 0.5 0.5

ビ タ ミ ン B2 ［ mg］ 0.4 0.4 0.5 0.6

ビ タ ミ ン C ［ mg］ 20 25 30 35

食物繊維 ［ g］ 4 以上 4.5 以上 5 以上 7 以上

（ 摂取量の配慮を するも の）

区　 　 分 低　 学　 年 中　 学　 年 高　 学　 年 中　 学　 生

亜鉛 ［ mg］ 2 2 2 3

（ 1 人 1 食当たり の学校給食摂取基準と 平均摂取栄養量）

栄　 養　 素

小　 学　 校 中　 学　 校

基準値 摂取栄養量
摂取割合
〔 ％〕

基準値 摂取栄養量
摂取割合
〔 ％〕

エネルギー ［ kcal］ 650 612 94 830 714 86

蛋白質 ［ g］
摂取エネル
ギー全体の
13％～ 20％

26.2
（ 17.1％）

―
摂取エネル
ギー全体の
13％～ 20％

30.7
（ 17.2％）

―

脂　 質 ［ g］
摂取エネル
ギー全体の
20％～ 30％

18.6
（ 27.4％）

―
摂取エネル
ギー全体の
20％～ 30％

21.2
（ 26.7％）

―

食塩相当量 ［ g］ 2 未満 1.9 ― 2.5 未満 2.5 ―

カ ルシウム ［ mg］ 350 310.1 89 450 327 73

鉄 ［ mg］ 3.0 2.3 77 4.5 2.9 64

ビタ ミ ン A  ［ μgRA E］ 200 225 113 300 271 90

ビタ ミ ン B1 ［ mg］ 0.40 0.59 150 0.50 0.73 145

ビタ ミ ン B2 ［ mg］ 0.40 0.50 127 0.60 0.55 91

ビタ ミ ン C ［ mg］ 25 21.6 86 35 27.3 78

食物繊維 ［ g］ 4.5 以上 3.7 ― 7 以上 4.8 ―
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6 　 給食実施内容（ 令和 3 年度）

区　 　 分 回　 数 規　 　 格　 　 等 備　 　 考

米 飯 週 4.1 回
小学校（ 低）　 50g､（ 中）　 70g､（ 高）　 80g
中学校　 100g （ 米重量）

白ご飯・ 麦ご飯・
わかめご飯等

アルフ ァ ー化米 月 2 回
小学校　 44g 程度
中学校　 55g 程度 （ 米重量）

混ぜご飯方式
献立により 使用量
の差有

赤 飯 年 1 回
小学校（ 低） 50g､（ 中） 70g､（ 高） 80g
中学校　 100g （ 米重量）

3 月に実施

パ ン 週 1 ～ 2 回

標準（ スラ イ ス） パン・ サンド イ ッ チバンズ
小学校（ 低） 50g、（ 中） 60g、（ 高） 70g
中学校　 80g （ 小麦粉重量）

サンド イ ッ チロール
小学校（ 低） 50g、（ 中） 60g、（ 高） 70g
中学校　 80g （ 小麦粉重量）

ロールパン （ ミ ルク ・ レ ーズン・ 黒）
小学校（ 低） 40g、（ 中） 50g、（ 高） 60g
中学校　 70g （ 小麦粉重量）

ロールパン （ ク ロス・ り んご）
小学校（ 低） 45g、（ 中） 55g、（ 高） 65g
中学校　 65g （ 小麦粉重量）

ロールパン （ 米粉）
小学校（ 低） 40g、（ 中） 50g、（ 高） 60g
中学校　 60g （ 小麦粉重量）

小型ロール
小学校　 30g　  
中学校　 40g （ 小麦粉重量）

ク ロワッ サン
小学校（ 低） 25g、（ 中） 30g、（ 高） 35g
中学校　 35g （ 小麦粉重量）

ソ フ ト 麺

月 1 ～ 2 回

小学校（ 低 70g・ 中 80g・ 高 90g）
中学校 100g 程度 （ 小麦粉重量）

白 玉 う ど ん 小学校（ 低 160g・ 中 180g・ 高 200g）
中学校 220g中 華 麺

牛 乳 毎　 日 1 本 200cc
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7 　 令和 3 年度事業実績

⑴　 給食だより の発行

目　 　 的　 　 学校給食を 通し て、 健康づく り のも と と なる望まし い食生活のあり 方を 紹介し 、 家庭と の

連携を 推進する。

方　 　 法　 　 家庭配布〔 各学期 1 回〕

テ ー マ　 　 6 月（ 1 学期号） ……長久手でと れる野菜を 学校給食へ

　 　 　 　 　 　 11 月（ 2 学期号） ……SDGs っ て知っ ていますか？

　 　 　 　 　 　 1 月（ 3 学期号） ……学校給食週間

⑵　 栄養教諭による食に関する指導（ 在籍校で実施）

目　 　 的　 　 栄養教諭の職務の一環と し て、 専門的立場から 、 児童生徒に日々の健康づく り や望まし い

食生活について知ら せ、 担任と 連携し て食に関する自己管理能力の育成を 図る。

対象学年　 　 小学校 1 年生～ 6 年生・ 中学校 1 年生

テ ー マ　 　 小学校 1 年生………なんでも 食べよう ・ 好き 嫌いせず食べよう  

　 　 　 　 　 　 小学校 2 年生………野菜を 食べよう ・ マナーについて考えよう

　 　 　 　 　 　 小学校 3 年生……… 食べ物の働き について知ろ う ・ 朝ごはんを 食べよう ・ おやつの正し い

と り 方について知ろ う

　 　 　 　 　 　 小学校 4 年生………より よく 成長するための生活・ 感謝し て食べよう

　 　 　 　 　 　 小学校 5 年生………健康によい食事を 考えよう ・ 丈夫な体を 作ろ う

　 　 　 　 　 　 小学校 6 年生………朝食を 食べよう

　 　 　 　 　 　 中学校 1 年生………朝食について考えよう

　 　 　 　 　 　 中学校 2 年生………伝統食から 学ぼう

　 　 　 　 　 　 中学校 3 年生………受験期の食生活について考えよう

方　 　 法　 　 給食の時間、 または教科・ 特別活動の時間に 20 ～ 50 分

⑶　 給食センタ ー運営委員会

目　 　 的　 　 学校給食の充実向上を 図る。

実施時期　 　 令和 4 年 3 月 16 日

内　 　 容　 　 栄養摂取状況、 給食費公費負担額、 長久手市教育振興計画、 主な年間行事について

⑷　 献立委員会

目　 　 的　 　 給食の内容の向上を 図る 。

方　 　 法　 　 毎月 1 回

参 加 者　 　 給食センタ ー、 各校給食主任

内　 　 容　 　 前月の献立の反省、 次月の献立原案の検討、 行事予定の確認、 その他日々の給食を 円滑に

進めるための打ち合わせ等

⑸　 給食用物資選定委員会

目　 　 的　 　 給食用物資選定委員会規約に基づく 学校等給食用物資の選定。

方　 　 法　 　 毎月 1 回

参 加 者　 　 給食センタ ー、 教育総務課長、 指導保育士

内　 　 容　 　 翌月以降の学校・ 保育園給食用物資を 見本及び見積書から 献立に合っ た良質で低廉な物資

を 選定する。
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⑹　 衛生講習会等

目　 　 的　 　 学校給食衛生管理基準により 、 調理員・ 臨時的任用職員（ 調理員）、 調理等業務委託職員、

学校・ 保育園用務員等の衛生意識の高揚を 図る。

講習等内容・ 実施時期

講習内容・ 検査内容 対　 象　 者　 等 実施日

衛生管理研修（ 学期ごと に実施）
調理員、 会計年度任用職員（ 調理員）

4 月 7 日
9 月 1 日
1 月 7 日

配送業務委託職員 4 月 12 日

衛生管理講習会 保育園用務員 3 月 29 日

調理等業務委託業者自主事業

衛生講習会（ 全体） 調理等業務委託職員 8 月 18 日

衛生講習会

調理等業務委託職員
原則月 1 回実施（ 開催し ていない月は資料配布のみ）
※ その他、 簡易衛生検査 年 1 回、
　 　  場内拭き 取り 検査等 年 2 回実施

9 月 21 日
10 月 19 日
11 月 11 日
1 月 7 日
2 月 24 日

⑺　 地元特産物の活用

　 地域に根ざし た給食づく り のため、 ㈱長久手温泉「 あぐ り ん村」 及び「 長久手給食食材生産会」 と の

連携を 深め、 青果物などを 可能な限り 取り 入れている。

⑻　 ホームページへの掲載

　 毎月の献立表・ 好評献立のレ シピや実際の調理の様子を 掲載し 、 学校給食の PR に役立てると と も に、

家庭と 給食センタ ーの連携の場と し ている。

⑼　 アレ ルギー対応

　 食物アレルギーを持つ児童生徒に対し て除去食（ 乳・ 卵）の実施や献立に関する必要な情報の提供を行う 。

　 なお、 除去食の実施にあたっ ては、 学校と の連携により 医師の診断、 保護者面談に基づき 実施の可否

を 決定する。

・ 給食センタ ー調理除去食ののべ実施者数： 乳のみ 23 人、 卵のみ 49 人、 乳・ 卵 11 人

・ 豆乳（ 牛乳の代替と し て） の提供者数： 41 人

・ 詳細な献立資料の配布： 各学校及び希望者

⑽　 放射能対応

　 給食に使われる 食材のう ち 検査対象産地（ 17 都県） で生産さ れた青果物等については民間検査機関

に依頼し て放射能検査を 実施し ている。

　 なお、 加工品等については、 製造業者の検査証明書等により 安全を 確認し ている。

・ 測定項目： 放射性ヨ ウ素、 放射性セシウム 134・ 137

・ 検出限界： 10 又は 25Bq/kg 以下

・ 令和 3 年度用給食物資実施分： 検査回数 19 回（ 35 検体）
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保育園給食

1 　 保育園給食の目標

⑴　 安心安全な給食の提供

⑵　 食生活に対する正し い理解と 、 望まし い食習慣を 養う 。

⑶　 食生活の栄養改善及び健康の保持増進を 図る。

⑷　 保育園での生活を 豊かにし 、 明るい人間関係を 養う 。

⑸　 保育園給食を 通し て、 園児の家庭および地域社会の食生活改善に寄与する。

⑹　 アレ ルギー対応食の調理・ 配膳の安全確保

2 　 献立作成の目標

⑴　 行事食、 旬のも のを 献立に取り 入れる。

⑵　 野菜や魚、 果物など様々な食材を 使用し 、 食に興味を 持っ ても ら う 献立にする。

⑶　 子ども の嗜好を 考えたも のや手作り のも のを 献立に取り 入れる。

3 　 保育園栄養摂取状況（ 令和 3 年度）

（ 1 人 1 食当り の食事摂取基準と 平均摂取量）

栄　 養　 素 基　 準 摂　 取　 量 充足率〔 ％〕

エネルギー ［ kcal］ 560 526 93.9

蛋白質 ［ g］ 18.0 21.5 119.2

脂　 質 ［ g］ 16.5 15.8 95.5

カ ルシウム ［ mg］ 250 223 89.0

鉄 ［ mg］ 3.2 2.4 73.8

ビタ ミ ン A ［ μgRA E］ 150 176 117.2

ビタ ミ ン B1 ［ mg］ 0.24 0.31 129.2

ビタ ミ ン B2 ［ mg］ 0.40 0.37 92.5

ビタ ミ ン C  ［ mg］ 20 22 108
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4 　 給食実施内容（ 令和 3 年度）

区　 分 回　 数 規格等 備考

米 飯 週 3 ～ 4 回 60g（ 米重量） 白ご飯

各 園 炊 飯 月 2 回 60g（ 米重量） 白ご飯

セ ン タ ー 炊 飯

月 1 ～ 2 回
（ 春・ 夏・
冬休み期間
はすべて 
セン タ ー 
炊飯対応）

40g ～ 50g 程度（ 米重量）
混ぜご飯方式
献立により 使用量
の差有

赤 飯 年 1 回 60g（ 米重量） 3 月に実施

パ ン 週 1 回
標準（ スラ イ ス） パン 45g（ 小麦粉重量）
ロールパン （ ミ ルク ・ ク ロ） 30g（ 小麦粉重量）

ソ フ ト 麺

月 1 ～ 2 回

70g（ 小麦粉重量）

白 玉 う ど ん 160g

中 華 麺 160g

き し め ん 年 3 回 160g
4 月 9 月 1 月に実
施

牛 乳 毎日 1 本 100㏄

5 　 献立委員会

目　 　 的　 　 給食の質と 内容の向上を 図る。

参 加 者　 　 給食センタ ー、 指導保育士、 各園園長

内　 　 容　 　 前月の献立の反省、 翌月の献立原案の検討、 行事予定の確認、 その他日々の給食を 円滑に行

う ための打合せなどのため、 毎月 1 回定例開催し ている。

6 　 栄養士による給食訪問

　 給食時間に管理栄養士が各園を 訪問し て、 給食の状況把握や専門的立場から の助言指導を 行う など、 保

育園給食の目標の実現を 図る。 令和 3 年度　 訪問実績のべ 84 回

7 　 アレ ルギー対応

　 食物アレ ルギーを 持つ園児に対し て除去食（ 乳・ 卵） の実施や献立に関する必要な情報の提供を 行う 。

　 なお、 除去食の実施にあたっ ては、 保育園と の連携により 医師の診断、 保護者面談に基づき 実施の可否

を 決定する。

・ 給食センタ ー調理除去食ののべ実施者数： 乳のみ 5 人、 卵のみ 33 人、 乳・ 卵 11 人（ 令和 3 年度）

・ 詳細な献立資料の配布： 各園及び希望者

8 　 その他

　 地元農産物の活用、 ホームページへの掲載、 放射能対応など学校給食と 同様の取り 組みを 行っ ている。
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年間給食実施回数

令和 3 年度　 長久手給食センタ ー

施設名 実施日数 1 日平均食数 1 日最大食数 延食数 前年度延食数

長 久手小 学校 190 638 657 121,165 111,402 

西 小 学 校 190 547 566 103,877 90,718 

東 小 学 校 184 518 537 95,335 79,056 

北 小 学 校 190 1,132 1,167 215,100 180,345 

南 小 学 校 189 735 756 138,949 121,428 

市が 洞小学 校 187 1,138 1,176 212,831 199,889 

小 計 1,130 4,708 4,859 887,257 782,838 

長久手 中学校 173 444 486 76,848 65,882 

南 中 学 校 176 824 876 144,984 124,065 

北 中 学 校 176 600 864 105,619 94,952 

小 計 525 1,868 2,226 327,451 284,899 

上 郷 保 育 園 223 189 246 53,706 36,877 

色 金 保 育 園 219 168 215 46,933 49,328 

長 湫東保 育園 221 139 151 32,293 30,959 

長湫 西保 育園 221 221 235 51,557 46,488 

長湫 北保育 園 221 242 311 68,357 65,241 

長湫 南保育 園 165 132 150 29,814 30,470 

小 計 1,270 1,091 1,308 282,660 259,363 

そ の 他 223 72 72 16,160 14,251 

合 計 7,739 1,513,528 1,341,351 

※その他には、 試食会などの行事食と 給食セン タ ー等の職員分が含まれている。
※保育園の実施日数には土曜日 49 回委託弁当 12 回が含まれている。
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令和 3 年度　 中央図書館事業のまと め

1　 開館時間等について

⑴　 開館時間

　 ア　 平日（ 火水木金）： 午前９ 時～午後７ 時

　 　 　（ A V ルーム・ ギャ ラ リ ースペース・ 特別資料閲覧室は午後５ 時まで）

　 イ 　 土曜日 ･ 日曜日 ･ 祝日： 午前９ 時～午後５ 時

⑵　 休館日

　 ア　 毎週月曜日（ 祝休日を 除く ） 及びその振替日

　 イ 　 館内整理日［ 毎月第４ 火曜日（ 祝休日を 除く ） 及びその振替日］

　 ウ　 年末年始

　 エ　 特別整理期間

⑶　 施設使用料

施設使用料 午前 9 時～午後 1 時 午後 1 時～午後 5 時 午前 9 時から 午後 5 時

A V ルーム 2,720 円 2,720 円 5,440 円

ギャ ラ リ ースペース 3,140 円

２ 　 利用実績

⑴　 基礎数値 令和 4 年 3 月 31 日現在

人口 60,352 人 Ａ

登録者数（ 市内） 28,026 人 Ｂ

年間入館者数 256,566 人 Ｃ

年間利用者数 137,547 人 Ｄ

年間貸出点数 492,258 点 Ｅ

蔵書点数 243,280 点 Ｆ

年間増加点数（ 購入） 7,659 点 Ｇ

開館日数 290 日 Ｈ

職員数（ 会計年度任用職員含） 22 人 Ｉ

資料購入費（ 決算額） 17,597,095 円 Ｊ

※登録者数： 図書館へ登録さ れた市内利用者の累積数（ 在学、 在勤、 在園者を 含む）

※利用者数： 市内、 広域を 合計し た利用者の数（ カ ウンタ ーで貸出を し た貸出回数）

※貸出点数： 市内、 広域を 合計し た貸出点数（ カ ウンタ ーで貸出を し た貸出点数）

※資料購入費は、 図書、 視聴覚資料、 紙芝居等の資料費と 装備代が含まれる。 新聞・ 雑誌購入費は含ま

れない。
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⑵　 各種指標

市民一人当たり 貸出点数 Ｅ ／Ａ 8.2 点

市民一人当たり 蔵書点数 Ｆ ／Ａ 4.0 点

市民一人当たり 資料費 Ｊ ／Ａ 292 円

市民登録率 Ｂ ／Ａ × 100 46.4 ％

登録者一人当たり 貸出点数 Ｅ ／Ｂ 17.6 点

一日平均入館者数 Ｃ ／Ｈ 885 人

一日平均利用者数 Ｄ ／Ｈ 474 人

一日平均貸出点数 Ｅ ／Ｈ 1,697 点

蔵書回転率 Ｅ ／Ｆ × 100 202 ％

職員一人当たり 市民数 Ａ ／Ｉ 2,743 人

職員一人当たり 貸出点数 Ｅ ／Ｉ 22,375 点
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３ 　 資料構成（ 蔵書数）

令和 4 年 3 月 31 日現在

区　 　 　 分 資料数 構成比

一
　 

般
　 

資
　 

料

0 総 記 5,020 2.06％

1 哲 　 学 　 ・ 　 宗 　 教 6,332 2.60％

2 歴 　 史 　 ・ 　 地 　 理 15,381 6.32％

3 社 会 科 学 18,815 7.73％

4 自 然 科 学 8,284 3.41％

5 技 　 術 　 ・ 　 工 　 学 8,800 3.62％

6 産 業 3,759 1.55％

7 芸 　 術 　 ・ 　 体 　 育 13,112 5.39％

8 語 学 3,103 1.28％

9 文 学 62,993 25.89％

小　 　 計 145,599 59.85％

児
　
　 

童 

　
　
資 

　
　
料

0 総 記 877 0.36％

1 哲 　 学 　 ・ 　 宗 　 教 741 0.30％

2 歴 　 史 　 ・ 　 地 　 理 2,978 1.22％

3 社 会 科 学 3,764 1.55％

4 自 然 科 学 7,322 3.01％

5 技 　 術 　 ・ 　 工 　 学 2,787 1.15％

6 産 業 1,479 0.61％

7 芸 　 術 　 ・ 　 体 　 育 3,251 1.34％

8 語 学 889 0.37％

9 文 学 27,081 11.13％

絵 本 26,448 10.87％

ビ ッ グ ブ ッ ク
※1

302 0.12％

洋 書
※2

632 0.26％

紙 芝 居 1,654 0.68％

小　 　 計 80,205 32.97％

障 が い 者 向 図 書
※3

71 0.03％

点 字 75 0.03％

郷 土 資 料 8,389 3.45％

視
聴
覚
資
料

Ｃ Ｄ 1,908 0.78％

Ｄ Ｖ Ｄ 983 0.40％

カ セ ッ ト テ ー プ 378 0.16％

ビ デ オ テ ー プ
※4

24 0.01％

小　 　 計 3,293 1.35％

雑　 　 　 　 誌 5,648 2.32％

合　 　 　 　 計 243,280 100.00％

※ 1　「 ビッ グブッ ク 」 は和書と 洋書が対象。
※ 2　「 洋書」 はビッ グブッ ク を 含まない。
※ 3　「 障がい者向図書」 は一般資料と 児童資料（「 さ わる絵本」、「 布の絵本」、「 LL ブッ ク 」） が対象。
※ 4　 貸出用ビデオテープは平成 27 年 2 月に除籍し た。 表の資料数は館内閲覧専用の点数。
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４ 　 逐次刊行物（ 雑誌・ 新聞）

週刊誌（ 6 誌） （ 令和 4 年 3 月 31 日現在）

A ERA 週刊朝日 週刊新潮

週刊東洋経済 週刊文春 New sw eek ニュ ーズウィ ーク 日本版

総合文芸（ 7 誌）

SF マガジン オール読物 小説新潮

ダ・ ヴィ ンチ 中央公論 文學界

文藝春秋

科学（ 3 誌）

月刊　 天文ガイ ド ナショ ナルジオグラ フ ィ ッ ク 日本版 New ton

教養（ 12 誌）

ENGLISH JOURNA L 新聞ダイ ジェ スト ジュ リ スト

世界 日経 W OM A N　 ＊ 日経 T RENDY 　 ＊

日経マネー 月刊福祉 プレジデント 　 ＊

プレ ジデント F am ily　 ＊ 歴史街道 歴史人

趣味（ 42 誌）

演劇界 音楽の友 き ょ う の健康

芸術新潮 K ELLY 　 ＊ 現代詩手帖

航空フ ァ ン ゴルフ ダイ ジェ スト 月刊碁ワールド

サッ カ ーマガジン サラ イ CD ジャ ーナル

将棋世界 趣味の園芸　 ＊ 月刊自家用車　

スキーグラ フ ィ ッ ク SCREEN Sports Graphic Number

住まいの設計 相撲 壮快

旅の手帖 短歌 つり 人

鉄道フ ァ ン　 ＊ ディ ズニーフ ァ ン　 ＊ テニスマガジン

東海じ ゃら ん　 ＊ 日経 PC21　 ＊ CA PA

W an　 ＊ 猫びより 　 ＊　 俳句

BE-PA L フ ローリ スト 　 ＊ BRUT US

週刊ベースボール M EN’S　 CLUB M OE

やさ い畑　 ＊ 山と 渓谷 ラ ンナーズ

女性向け雑誌（ 22 誌）

栄養と 料理 ESSE　 ＊ オレンジページ　 ＊

かぞく のじ かん 家庭画報 き ょ う の料理

月刊ク ーヨ ン　 暮し の手帖　 ＊ ク ロワッ サン

すてきにハンド メ イ ド ST ORY 装苑

たまごク ラ ブ non・ no 母の友

婦人公論　 ＊ ひよこ ク ラ ブ ミ セスのスタ イ ルブッ ク

M ORE ゆう ゆう 　 ＊ LEE　 ＊

私のカ ント リ ー

中高生向け雑誌（ 2 誌）

アニメ ージュ 蛍雪時代

児童（ 9 誌）

月刊かがく のと も 子供の科学 こ ども のと も

こ ども のと も 0.1.2. こ ども のと も 年少版 こ ども のと も 年中向き

月刊たく さ んのふし ぎ ちいさ なかがく のと も 月刊 New s がわかる

その他（ 3 誌）

会社四季報（ 全上場） JT B 時刻表 役員四季報（ 全上場）

雑誌合計　 106 誌

新聞（ 12 紙）

中日新聞（ 朝夕刊） 朝日新聞（ 朝夕刊） 毎日新聞（ 朝夕刊）

日本経済新聞（ 朝夕刊） 読売新聞 中日スポーツ

T he Japan T imes 中部経済新聞 官報

日刊工業新聞　 産経新聞 中日こ ども ウィ ーク リ ー

雑誌スポンサー制度事業
平成 25 年 4 月から 開始。 令和 4 年 3 月 31 日現在、 参加事業者 11 者、 該当誌 20 誌。

＊は雑誌スポンサー制度該当誌
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５ 　 閲覧室内企画展示

特別展示棚 27 番（ 一般）

テーマ 展示資料 期間

小さ な出版社
出版部数が少なく 入手し にく い、 小さ な出版社の本
を 約 70 冊展示。

令和 3 年 3 月 26 日
～令和 3 年 5 月 23 日

さ んぽの達人
旅行や繁華街への外出が制限さ れる中、 近所の散歩
が息抜き になる。 散歩の楽し み方を 手ほどき する本
を 約 70 冊展示。

令和 3 年 5 月 26 日
～令和 3 年 7 月 25 日

おり がみチャ レ ンジ
2021

8 月に 2 階ギャ ラ リ ーで開催し た図書館職員によ る
「 折紙展示」 に関連し 、 折紙の本を 約 70 冊展示

令和 3 年 10 月 1 日
～令和 3 年 11 月 23 日

お買い物
買い物、 商店街、 市場など 関連する 本を 40 冊程度
展示

令和 3 年 11 月 25 日
～令和 4 年 1 月 23 日

郷土資料
―小牧長久手の戦い―

年に一度、 長久手の歴史に触れる機会と し て、 長久
手合戦関連資料を はじ め、 郷土資料を 52 冊展示。

令和 4 年 2 月 10 日
～令和 4 年 3 月 31 日

特別展示棚 19 番（ 児童）

テーマ 展示資料 期間

手紙っ ていいな
メ ール、 SNS が主流にな っ て き て いる 今、 手紙の
良さ を 感じ ても ら う よう な、 手紙のやり と り を テー
マにし た児童書を 70 冊展示。

令和 3 年 2 月 27 日
～令和 3 年 4 月 30 日

児童閲覧室入口展示棚（ 児童）

テーマ 展示資料 期間

かずのほん
「 数」 を テーマにし た児童書や、 タ イ ト ルに数字が
入っ ている児童書を 158 冊展示。

令和 3 年 3 月 26 日
～令和 3 年 6 月 21 日

オビオビ大作戦
夏休みの課題である読書感想文に向けた展示。 手に
取り やすく し ても ら う 工夫と し て、 一冊ずつに紹介
文（ 帯） を 付ける 。 137 冊を 用意。

令和 3 年 7 月 1 日
～令和 3 年 8 月 31 日

も り のたび 森が舞台と なる絵本や児童向け物語を 約 100 冊展示
令和 3 年 9 月 1 日
～令和 3 年 11 月 23 日

ク リ スマスの本・
ゆく 年く る年

ク リ スマスと お正月（ 冬） 関連の絵本を 254 冊展示。
令和 3 年 11 月 25 日
～令和 4 年 1 月 23 日

RIDE  ON !
乗り 物が登場する 絵本や児童向け読み物を 約 120 冊
展示

令和 4 年 2 月 10 日
～令和 4 年 3 月 27 日
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特別展示棚 24 番（ 短期間企画）

テーマ 展示資料 期間

どう ぶつえんにいこ う
春が近づき 暖かく なり 、 動物も 活発になる。 観察す
るなど外に出る機会と なるよう な動物園に関する絵
本・ 児童書を 35 冊展示。

令和 3 年 3 月 26 日
～令和 3 年 5 月 23 日

スポーツを 読んで楽し
も う

オリ ンピッ ク・ パラ リ ンピッ ク 開催に関連し 、スポー
ツ を テーマにし た絵本や児童向け読み物を 65 冊展
示。

令和 3 年 5 月 26 日
～令和 3 年 7 月 25 日

パーティ ーし よう よ ! !
現在は大勢でわいわいするこ と ができ ない状況のた
め、 本を 読むこ と で楽し い気持ちになるよう なパー
ティ ーを 題材にし た児童書を 約 30 冊展示。

令和 3 年 7 月 28 日
～令和 3 年 9 月 26 日

植物っ てふし ぎ ! ?
冬休みの時期に、 草花・ 木の実などの植物と 自然の
関係に興味を 持っ ても ら う よ う な児童書 26 冊を 展
示

令和 3 年 11 月 25 日
～令和 4 年 1 月 23 日

おにと まめ
節分を テーマに「 鬼」 と 「 豆」 に関連し た絵本を 約
20 冊展示

令和 4 年 1 月 25 日
～令和 4 年 3 月 29 日

その他特別展示

テーマ 展示資料 期間

追悼　 エリ ッ ク ・ カ ー
ルさ ん

「 はら ぺこ あおむし 」 など の絵本を 描いた絵本作家
の関連資料を 展示。

令和 3 年 5 月 27 日
～令和 3 年 6 月 17 日

男女共同参画関連図書
「 無意識の思い込みっ
て？～ ア ン コ ン シ ャ
ス・ バイ アスを 知ろ う 」
～

たつせがある課と の連携事業。 国の「 男女共同参画
週間（ 6 月）」 にあわせ、 男女共同参画関連図書を
約 30 冊選書。 館内展示コ ーナー以外に、 まち づく
り センタ ーに 5 冊程度展示。

令和 3 年 6 月 1 日
～令和 3 年 6 月 30 日

長久手高校連携　 高校
生に 人気のあ る 本と
POP 展

高校生向けに、 長久手高校の POP 展の作品と 貸出
ラ ンキング上位本に加え、 中央図書館で中高生によ
く 読まれている本を 63 冊展示

令和 3 年 7 月 28 日
～令和 3 年 9 月 26 日

男女共同参画関連図書
「 無意識の思い込みっ
て？～ ア ン コ ン シ ャ
ス・ バイ アスを 知ろ う 」
～

たつせがある課と の連携事業。 愛知県の「 男女共同
参画啓発月間（ 10 月）」 にあわせ、 男女共同参画関
連図書を 32 冊選書。 館内展示コ ーナー以外に、 ま
ちづく り センタ ーに 2 冊程度展示。

令和 3 年 10 月 1 日
～令和 3 年 10 月 30 日

読み聞かせボラ ンティ
ア・ 中央図書館長・ 職
員によ るおすすめ本

「 読書週間」 にち なみ、 読み聞かせボラ ン テ ィ ア・
中央図書館長・ 職員によるおすすめ本約 30 冊展示

令和 3 年 10 月 15 日
～令和 3 年 11 月 16 日

追悼　 松岡享子さ ん
「 う さ こ ち ゃ ん」 や「 く まのパディ ン ト ン 」 など の
翻訳も 行っ た児童文学作者の関連資料を 展示

令和 4 年 2 月 10 日
～令和 4 年 2 月 27 日

６ 　 学校連携事業

⑴　 目的

　 学校図書館と 中央図書館の連携及び協働体制の強化・ 充実を 図り 、 子ども たちの読書活動を 推進する。

（ 子ども 読書活動推進計画の重点施策）

⑵　 事業概要

　 学校連携司書（ 会計年度任用職員 5 名） を 市内小中学校へ派遣し 、 次の業務を 担い協力し た。

ア　 通常業務及び学校から の依頼対応

図書の貸出返却、レ フ ァ レ ンス（ 読書相談）、書架整理、図書装備及びコ ンピュ ータ へのデータ 登録、

テーマ展示、 読書記録、 調べ学習のための図書準備、 資料提供、 読み聞かせ本の準備、 図書室の利

用カ ード 作成協力、 督促等。

イ 　 新学期図書館利用案内
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ウ　 購入図書の選定及び廃棄

エ　 ボラ ンティ アと の連携

　 定例会、 打ち合わせ、 朝の読み聞かせに参加。

オ　 児童委員会及びク ラ ブ活動

　 委員会に参加、 ク ラ ブ活動への資料提供。

⑶　 学校等への図書貸出状況（ 学級文庫１ ク ラ スにつき １ 学期当たり 約 55 冊・ 調べ学習等）　 　

　 　 中央図書館から の貸出合計　 9,264 冊（ 年間）

【 学校別　 団体貸出冊数】

令和 4 年 3 月 31 日現在

学校名 学級文庫（ 冊） 調べ学習等（ 冊）

小
学
校

長久手小　 1,045 463 

西小　 1,195 135 

東小　 1,090 22 

北小　 1,860 33 

南小　 1,155 85 

市が洞小 1,825 155 

小計 8,170 893 

中
学
校

長久手中　 ― 0 

南中　 ― 0 

北中　 ― 21 

小計 ― 21 

教育支援センタ ー「 N-ハウス あい」 180 ―

小　 計 8,350 914 

合　 計 9,264 

※特別支援学級を 含む。
※「 ―」 は、 対象外。

７ 　 児童館連携事業

⑴　 目的

　 児童館と 中央図書館が連携し 、本に親し みやすい環境を つく る。（ 子ども 読書活動推進計画の重点施策）

⑵　 事業概要

　 中央図書館職員（ 正規職員及び会計年度任用職員） を 派遣し 、 支援、 協力を 行っ た。

ア　 図書室内状況把握及び児童館職員と の打ち合わせ。

イ 　 廃棄本選定。

ウ　 蔵書本の配置換え及びレ イ アウト 調整。

エ　 中央図書館司書が選定し た図書の団体貸出及びレ イ アウト 調整。

オ　 定期的な本の配置調整や本の破損の確認などのメ ンテナン ス。

⑶　 実施内容　

ア　 北児童館図書室へ団体貸出及びレ イ アウト 調整。 メ ンテナンス。

イ 　 長久手南児童館図書室へプレ イ ルームへの乳幼児向け絵本に POP を つけて定期貸出。

ウ　 青少年児童センタ ー図書室へプレ イ ルームへの乳幼児向け絵本に POP を つけて定期貸出。

エ　 上郷児童館図書室の移設に伴い現地調査及びレ イ アウト 協議、団体貸出。 リ サイ ク ル本 200 冊寄贈。

オ　 長久手西、 市が洞児童館図書室へ現地調査。
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⑷　 児童館への図書貸出状況　 　

　 中央図書館から の貸出合計　 1,380 冊

【 児童館別　 団体貸出冊数】　 　 　 　 　 　 　 　

令和 4 年 3 月 31 日現在

児童館名 貸出数（ 冊）

長久手北児童館 200 

上郷児童館 200 

長久手西児童館 200 

長久手南児童館 320 

市が洞児童館 200 

青少年児童センタ ー 260 

合計 1,380 

8 　 放課後子ども 教室・ 児童ク ラ ブ連携事業

⑴　 目的

　 放課後児童健全育成事業である「 放課後子ども 教室」 及び「 児童ク ラ ブ」 に中央図書館が連携し 、 本

に親し みやすい環境を つく る。

⑵　 事業概要

　 放課後子ども 教室と 児童ク ラ ブへ中央図書館司書が選書協力のう え、 団体貸出し た。

⑶　 放課後子ども 教室への図書貸出状況

　 中央図書館から の貸出合計　 1,440 冊

　 貸出期間及び冊数： 1 館につき 30 日間、 30 冊まで

【 放課後子ども 教室別　 団体貸出冊数】

令和 4 年 3 月 31 日現在

放課後子ども 教室名 貸出冊数（ 冊）

西小学校 360 

南小学校 360 

東小学校 360 

北小学校 360 

合計 1,440 
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⑷　 児童ク ラ ブへの図書貸出状況

　 中央図書館から の貸出合計　 1,440 冊

　 貸出期間及び冊数： 1 館につき 30 日間、 30 冊まで

【 児童ク ラ ブ別　 団体貸出冊数】

令和 4 年 3 月 31 日現在

児童ク ラ ブ名 貸出冊数（ 冊）

南児童ク ラ ブ 360 

北児童ク ラ ブ 360 

東児童ク ラ ブ 360 

市が洞児童ク ラ ブ 360 

合計 1,440 

９ 　 ブッ ク スタ ート 事業

⑴　 目的

　 赤ちゃ んと 保護者が絵本を 通し て触れ合い、 乳幼児期から 本に親し む家庭環境を 作る。

⑵　 事業概要

ア　 市内在住の 2 歳 1 か月までの子が対象

イ  　 中央図書館での乳幼児向けおはなし 会（ 毎月第 1 木曜日、 第 3 土曜日） で、 乳児への読み聞かせの

意義や方法の説明・ 実演、 ブッ ク スタ ート についての案内、 ブッ ク スタ ート パッ ク （ 絵本 1 冊、 おす

すめ絵本リ スト 、 布製バッ グ） の配布

ウ 　 健康推進課（ 保健セン タ ー） で 3 ～ 4 か月児健診、 10 ～ 11 か月児相談、 1 歳 6 か月児健診時に案

内チラ シ配布及びポスタ ーを 掲示

エ　 中央図書館の館内、 子育て支援アプリ 、 市ホームページ及び図書館ホームページにて周知　

オ　 ブッ ク スタ ート パッ ク 配布数　  301 人

　 　（ 令和 3 年度出生数 572 人）

　 　 ※ 令和2年度7月から 新型コ ロナウイ ルス感染症拡大防止のため、カ ウン タ ーでブッ ク スタ ート パッ

ク の配布を 実施。（ 対象は 2 歳 11 か月までの子へ対象年齢を 延長し ている。）

10　 館外返却ポスト 設置事業

⑴　 目的

　 中央図書館以外で図書館資料の返却が出来る場所を 設置し 、 利便性を 高める。

⑵　 事業概要

　 市内 4 か所（ 福祉の家、 西小校区共生ステーショ ン、 市が洞小校区共生ステーショ ン、 イ オンモール

長久手） に返却ポスト を 設置し 、 図書館開館日に週 3 回（ 水・ 金・ 日曜日） 本を 回収し た。

【 令和 3 年度　 館外返却ポスト 回収冊数】

設置場所 回収冊数（ 冊） 設　 置

西小校区共生ステーショ ン 2,322 平成 26 年度

市が洞小校区共生ステーショ ン 1,697 平成 30 年度

福祉の家 1,923 平成 26 年度

イ オンモール長久手 8,406 令和 2 年度

合計 14,348
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11　 中央図書館運営協議会

⑴　 第 1 回

期　 日　 令和 3 年 5 月 25 日（ 火）

場　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

内　 容　 ア　 報告事項

　 　 　 　 　 ア　 令和 2 年度事業報告

　 　 　 　 　 イ 　 IC システム利用状況

　 　 　 　 　 ウ　 第 3 次子ども 読書活動推進計画策定に係るアンケート 実施について

　 　 　 　 イ 　 審議事項

　 　 　 　 　 ア　 行政改革の重要課題事業

⑵　 第 2 回　

期　 日　 令和 4 年 3 月 25 日（ 金）

場　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

内　 容　 ア　 報告事項

　 　 　 　 　 ア　 令和 3 年度事業報告

　 　 　 　 　 イ 　 行政改革の重要課題事業

　 　 　 　 イ 　 審議事項

　 　 　 　 　 ア　 令和 4 年度事業概要

12　 行事

⑴　 図書館講座

　 読み聞かせボラ ンティ アフ ォ ローアッ プ講座

　 開催日　 ①令和 3 年 6 月 30 日（ 水）　 　 午前 10 時から 11 時 30 分まで

　 　 　 　 　 ②令和 3 年 7 月 30 日（ 金）　 　 午前 10 時から 11 時 30 分まで

　 　 　 　 　 ③令和 3 年 11 月 30 日（ 火）　 　 午前 10 時から 11 時 30 分まで

　 　 　 　 　 ④令和 4 年 2 月 15 日（ 火）　 　 午前 10 時から 11 時 30 分まで

　 　 　 　 　 ⑤令和 4 年 3 月 9 日（ 水）　 　 午前 10 時から 11 時 30 分まで

　 講　 師　 元皇學館大学教育学部教育学科助教　 小幡章子氏

　 場　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 受講者　 9 名

⑵　 企画展示会

ア　 中央図書館自主事業「 紙で遊ぶ～色の巻～」

　 　 展示期間　 令和 3 年 8 月 24 日（ 火） から 9 月 5 日（ 日） まで

　 　 出展作品　 中央図書館職員による 折紙作品

　 　 展示場所　 中央図書館　 2 階ギャ ラ リ ースペース

　 　 ※ 緊急事態宣言の発出に伴い 8 月 27 日（ 金） から 9 月 12 日（ 日） までギャ ラ リ ースペースが使用

不可と なっ たため、 8 月 26 日（ 木） で終了

※⑶、 ⑸～⑺、 ⑼については、 新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大防止のため中止と し た。

⑶　 おはなし 会（ 対象： 幼児から 低学年までと その保護者）

　 期　 　 日　 毎月第 2 及び第 3 土曜日

　 場　 　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　 ボラ ンティ アや図書館職員による、 紙芝居や絵本の読み聞かせなど

⑷　 英語のおはなし 会（ 対象： 子ども から 大人まで）

　 期　 　 日　 毎月第 4 土曜日

　 場　 　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　 ボラ ンティ アによる、 英語の絵本の読み聞かせなど
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⑸　 乳幼児向けおはなし 会（ 対象： 乳幼児と その保護者 / ブッ ク スタ ート 事業参加者を 含む）

　 期　 　 日　 毎月第 1 木曜日（ ブッ ク スタ ート 事業実施）、 第 3 木曜日、 第 3 土曜日

　 場　 　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　 ボラ ンティ アによる、 乳幼児向け紙芝居や絵本の読み聞かせなど　 　 　 　 　

⑹　 ブッ ク スタ ート のおはなし 会（ 対象： 乳幼児と その保護者）

　 期　 　 日　 毎月第 3 土曜日

　 場　 　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　 乳児への読み聞かせの意義や方法の説明・ 実演と ブッ ク スタ ート パッ ク

　（ 絵本 1 冊、 おすすめ絵本リ スト 、 布製バッ グ） を 配布するブッ ク スタ ート 事業

⑺　 大人のおはなし 会

　 期　 　 日　 毎月第 1 火曜日

　 場　 　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　  ボラ ンティ アによる大人向けへ短編小説などの朗読、 作品についての意見交換など

⑻　 小学生向けおはなし 会と ブッ ク ト ーク （ 対象： 小学生）

　 期　 　 日　 令和 3 年 7 月 20 日（ 火）、 12 月 23 日（ 木）、 令和 4 年 3 月 24 日（ 木）

　 場　 　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　 学校連携司書やボラ ン ティ アによる小学生向けのスト ーリ ーテリ ング

⑼　 子ども 読書の日いちにちおはなし 会（ 対象： 乳幼児から 小学生まで）

　 期　 　 日　 令和 3 年 4 月 24 日（ 土）

　 場　 　 所　 中央図書館　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　 ボラ ンティ アや学校連携司書など複数の読み聞かせ団体のおはなし 会

⑽　 読書週間おはなし 会

　 期　 　 日　 令和 3 年 10 月 30 日（ 土）、 11 月 6 日（ 土）

　 場　 　 所　 中央図書館内　 2 階 A V ルーム

　 内　 　 容　 複数のボラ ンティ ア団体によるおはなし 会

13　 図書館見学　 　

⑴　 市内小学 3 年生

　 　 社会見学の授業の一環と し て中央図書館で受入。

　 ア　 長久手小学校　 　 令和 3 年 5 月 11 日（ 火）、 13 日（ 木） 103 人

　 イ 　 北小学校　 　 　 　 令和 3 年 5 月 12 日（ 水）、 14 日（ 金）、 18 日（ 火） 197 人

　 ウ　 西小学校　 　 　 　 令和 3 年 5 月 20 日（ 木）、 21 日（ 金） 101 人

　 エ　 南小学校　 　 　 　 令和 3 年 6 月 1 日（ 火）、 2 日（ 水）、 3 日（ 木）、 4 日（ 金） 126 人

　 オ　 東小学校　 　 　 　 令和 3 年 6 月 17 日（ 木）、 18 日（ 金） 101 人

　 カ 　 市が洞小学校　 　 令和 4 年 3 月 1 日（ 火）、 2 日（ 水）、 3 日（ 木） 203 人

　

⑵　 小学 4 年生図書館見学

　  　 令和 2 年度の小学 3 年生が新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大防止のため図書館見学ができ なかっ たため、

参加者を 募っ て実施

　 　 令和 3 年 8 月 4 日（ 水）、 5 日（ 木）　 29 人

⑶　 西・ 北小学校 2 年生

生活科の授業「 みんなでつかう まち のし せつ」 の一環と し て中央図書館で受入。

　 ア　 西小学校　 令和 3 年 10 月 6 日（ 水） 30 人

　 イ 　 北小学校　 令和 3 年 11 月 10 日（ 水）、 19 日（ 金） 196 人
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14　 職場体験・ 実習生受入れ

⑴　 中学生職場体験（ 中学 2 年生）

※新型コ ロナウイ ルス感染症拡大防止のため中止と し た。

⑵　 大学司書課程実習生受入れ

　 　 令和 3 年 9 月 1 日（ 水） ～ 3 日（ 金）、 8 日（ 水）、 9 日（ 木） の 5 日間

　 　 愛知淑徳大学 3、 4 年生　 3 人

15　 蔵書点検（ 特別整理期間）

⑴　 期　 　 間

令和 4 年 1 月 31 日（ 月） から 2 月 9 日（ 水） までの休館日を 含む 10 日間

（ 職員週休日を 除いた作業実施日数は 7 日間）

IC 導入により 作業実施日数を 3 日削減し た。（ 導入前の作業実施日数は 10 日）

⑵　 作業内容

ア　 開架・ 閉架資料すべての書架整理

イ 　 経年等による除籍する資料を 閉架から 選定し 、 除籍への本の移動

ウ　 点検範囲の本を スキャ ナー及び IC 読取機で読み取り 、 コ ンピュ ータ で突合

エ　 コ ンピュ ータ 突合結果によるエラ ー資料の検索及びデータ 修正

オ　 除籍作業

⑶　 点検結果（ 令和 4 年 2 月 9 日現在）

ア　 新規不明資料（ 前回蔵書点検後（ 令和 2 年 5 月 24 日以降） 不明資料と なっ たも の）　 　 119 冊

　  （ 例年 12 か月の間隔で点検を 実施する が新型コ ロナの影響によ り 21 か月の間隔で実施。 IC 導入前

の期間、 10 か月間を 点検対象期間に含む）

イ 　 不明率　 　 0.05％

16　 除籍本の配布

図書館で不用と なっ た本、 所蔵になら なかっ た寄贈本を 無料提供。

2 階廊下及びギャ ラ リ ースペースにテーブルを 設置し 、 常時提供し た。（ 約 8,500 冊）

17　 特別貸出

貸出期間を 通常と 異なる日数に変更する措置。

⑴　 課題図書の貸出・ 予約（ 青少年読書感想文全国コ ンク ールの課題図書）

期　 　 日　 令和 3 年 7 月 1 日（ 木） から 8 月 31 日（ 火） まで

対　 　 象　 市内在住・ 在勤・ 在学・ 在園者

貸出期間　 1 週間（ 貸出期間の延長継続不可）、 予約取り 置き は 2 日間

⑵　 年末年始特別貸出

ア　 図書・ 雑誌・ 紙芝居

　 　 令和 3 年 12 月 14 日（ 火） から 26 日（ 日） まで　 10 点まで 3 週間貸出

イ 　 視聴覚資料（ カ セッ ト テープのみ）

　 　 令和 3 年 12 月 14 日（ 火） から 26 日（ 日） まで　 2 点まで 3 週間貸出

⑶　 蔵書点検（ 特別整理期間） 特別貸出

ア　 図書・ 雑誌・ 紙芝居

　 　 令和 4 年 1 月 18 日（ 火） から 30 日（ 日） まで　 　 10 点まで 4 週間貸出

イ 　 視聴覚資料

　 　 令和 4 年 1 月 18 日（ 火） から 30 日（ 日） まで　 　 2 点まで 4 週間貸出
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18　 めり ーら いん（ 図書館連携による健康支援事業）

※新型コ ロナウイ ルス感染症拡大防止のため連絡会はメ ール審議と なっ た。

連携館： 愛知医科大学医学情報センタ ー（ 主催）

　 　 　 　 瀬戸市立図書館、 尾張旭市立図書館、 日進市立図書館、 長久手市中央図書館

第 1 回

　 期　 日　 令和 3 年 9 月 24 日（ 金）

　 内　 容　 ア　 報告事項

　 　 　 　 　 　 今年度担当者

　 　 　 　 　 イ 　 審議事項

　 　 　 　 　 　 ア　 助成金について

　 　 　 　 　 　 イ 　 メ ディ カ ルパス・ W eb ページ

　 　 　 　 　 　 ウ　 連絡会

　 　 　 　 　 　 エ　 その他



令和 3 年度

教育委員会・ 関連各種委員会
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委員会・ 協議会等

1 　 教育委員会

ア　 委員　 4 名 令和 4 年 3 月 31 日現在

番号 職　 　 　 名 氏　 　 　 名 委　 員　 任　 期 左記役職就任

教　 育　 長 大澤　 孝明 R 2.10. 1 ～ R 5. 9.30 R 2.10.1

1 教育長職務代理者 羽根し げ子 H30.10. 1 ～ R 4. 9.30 R 3.10.1

2 委　 　 　 員 細川　 　 修 R 3.10. 1 ～ R 7. 9.30

3 委　 　 　 員 安藤　 京子 R 1.10. 5 ～ R 5.10. 4

4 委　 　 　 員 川上　 雅也 R 2.10. 1 ～ R 6. 9.30

（ 敬称略）

イ 　 定期委員会（ 毎月）

ウ　 臨時委員会（ 必要に応じ て）

2 　 中央図書館運営協議会

ア　 委員　 6 名 任期　 令和 2 年 4 月 1 日から 令和 4 年 3 月 31 日まで

番号 職　 　 　 名 氏　 　 　 名 備　 　 　 考

1 委　 員　 長 伊藤　 真理 学識経験者

2 副 委 員 長 羽生田正勝 社会教育の関係者

3 委　 　 　 員 長江　 憲治 学校教育の関係者

4 委　 　 　 員 岩田　 　 猛 社会教育の関係者

5 委　 　 　 員 吉田真理子 社会教育の関係者

6 委　 　 　 員 神子有理子 家庭教育の向上に資する活動を 担う 者

（ 敬称略）

イ 　 協議会　 年 2 ～ 3 回

３ 　 長久手給食センタ ー運営委員会

ア　 委員　 7 名　 　 任期　 令和 2 年 4 月 1 日から 令和 4 年 3 月 31 日まで 　 令和 4 年 3 月 31 日現在

番号 職　 　 　 名 氏　 　 　 名 役　 職　 等 備　 　 　 考

1 委　 員　 長 山端　 剛史 教育部長

2 委　 　 　 員 岡山　 真崇 小中学校長代表

3 委　 　 　 員 亀谷　 将之 小中学校 PT A 代表

4 委　 　 　 員 高橋　 浩子 市立保育園指導保育士

5 委　 　 　 員 倉原　 謙介 市立保育園保護者会代表

6 委　 　 　 員 宮澤　 朗子 愛知県瀬戸保健所職員

7 委　 　 　 員 宮地喜久子 学識経験者

（ 敬称略）

イ 　 委員会　 年 1 回以上、 必要に応じ て


